




大　学　の　理　念
進取の精神に立って知の創造に努め、地域に根ざした大学として、医療を通じて

豊かで健康的な社会の実現に貢献する。

大　学　の　目　的
広く知識を授けると共に深く薬学に関する教育研究を行い、有為な人材を育成し、

人類の福祉と文化の向上に寄与することを目的とする。

薬　学　部　の　目　的
薬学部は、豊かな教養と薬学及び生命科学の深奥なる知識を身に付けさせるとと

もに、高い人権意識と深い人間愛を併せ持つ人材を育成する。

薬　学　科　の　目　的
薬学科は、薬に対する幅広い知識を持つとともに、医療人に相応しい、高い実践

能力と研究力、倫理観と使命感を併せ持つ、社会に貢献できる質の高い薬剤師の

養成を目的とする。

薬　科　学　科　の　目　的
薬科学科は、健康、生命に関する有機的・総合的な知識を持つとともに、応用力、

研究力を身に付けた薬学を基盤とする多様な分野で活躍できる人材の養成を目的

とする。



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
薬学科
　薬学科において、必要な所定の単位を修得し、以下の資質と能力を有した学生に対して卒業を認定し、「学士（薬
学）」を授与します。
１．医療人として相応しい倫理観と社会性を有していること。
２．国際化に対応できる基礎的な語学力を有していること。
３．薬の専門家として必要な幅広い科学的知識・技能・態度を有していること。
４．薬剤師として医療に関わるための基本的知識・技能・態度を有していること。
５．チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識・技能・態度を有していること。
６．薬の専門家に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を有していること。
７．地域における必要な情報を適切に発信し、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を有していること。
８．薬学・医療の進歩に対応するために自己研鑽し、次なる人材を育成する意欲と態度を有していること。
９．薬学・医療の進歩と改善に役立てる研究を遂行する意欲と科学的根拠・研究に基づく問題発見・解決能力を有

していること。

薬科学科
　薬科学科において、必要な所定の単位を修得し、以下の資質と能力を有した学生に対して卒業を認定し、「学士（薬
科学）」を授与します。
１．医療に関わるために必要な倫理性と社会性を身に付けていること。
２．国際化に対応できる基礎的な語学力を有していること。
３．創薬研究などに必要な基礎的知識と技能・態度を有していること。
４．科学的な課題を探求し、解決する能力を有していること。
５．研究者に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を有していること。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
薬学科
　薬学科では、薬に対する幅広い知識を持つとともに、医療人に相応しい、高い実践能力と研究力、倫理観と使命
感を併せ持つ、社会に貢献できる質の高い薬剤師の養成を目的とし、以下のカリキュラムを編成しています。
１．基礎教育・ヒューマニズム教育

薬学を学ぶ上での基礎学力の養成と医療人に相応しい倫理観と社会性、及びコミュニケーション能力の基本を
身に付けます。

２．語学教育
国際化に対応できる語学力を養います。

３．薬学専門教育
「薬学教育モデル・コアカリキュラム」を基本とした、薬物に関する幅広い科学的知識を修得します。

４．医療薬学教育
薬の専門家として患者や医療チームから信頼される薬剤師を養成します。また、薬剤師として必要な知識・技
能及び態度を修得するために、病院と薬局において参加型実務実習を行い、コミュニケーション能力、プレゼ
ンテーション能力及び生涯にわたる自己研鑽力と次世代を担う人材を育成する意欲と態度の必要性を体得し
ます。さらに、地域における人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を養います。

５．実習科目
講義で得た知識に基づいて、研究活動に必要な技能・態度を身に付けます。さらに、問題発見・解決能力を醸
成するために、５年次から研究室に所属し卒業研究を行います。

薬科学科
　薬科学科では、健康、生命に関する有機的・総合的な知識を持つとともに、応用力、研究力を身に付けた薬学を
基盤とする多様な分野で活躍できる人材の養成を目的とし、以下のカリキュラムを編成しています。
１．基礎教育・ヒューマニズム教育

薬学を学ぶ上での基礎学力の養成と、医療の担い手に相応しい倫理性と社会性、及びコミュニケーション能力
の基本を身に付けます。

２．語学教育
国際化に対応できる語学力を養います。

３．薬学専門教育
薬学の基礎知識及び薬の物性と構造、反応などの知識について体系的に修得します。

４．実習科目
講義で得た知識に基づき、研究活動に必要な技能・態度を身に付けます。
さらに、問題発見・解決能力を醸成するために研究室に所属し卒業研究を行います。



薬学科カリキュラムマップ（平成24年度～平成26年度入学生）
カリキュラムポリシー １年次 ２年次 ３年次

基礎教育
ヒューマニズム教育

薬学を学ぶ上での基礎学力
の養成と医療人に相応しい
倫理観と社会性、及びコミュ
ニケーション能力の基本を
身に付けます。

（必修科目）
数学１・２、 物理学入門１・２
医療総合人間学２（医療と健康）
医療総合人間学３（総合人間学・
コミュニケーション学）
化学、 化学演習
情報科学演習
健康科学演習１
早期体験学習１
　

（選択科目）
人間と文化１（人間と文学・芸術）
人間と文化２（人間と歴史）
人間と文化３（人間と宗教）
人間と文化４（文化人類学）
情報科学
健康科学演習２

（必修科目）
数理統計学
医療総合人間学４（生命倫理
と法・人権とジェンダー）

医療総合人間学５（臨床心理
学・医療社会学）
　

（選択科目）
人間と文化５（人間と生命）
人間と文化６（人間と地球環境）
人間と文化７（人間と言語）
人間と文化８（人間と政治）
医工薬連環科学

語学教育

国際化に対応できる語学力
を養います。

（必修科目）
英語１・２
 

（選択必修科目）
ドイツ語１・２
フランス語１・２

（必修科目）
英語３・４

（必修科目）
異文化言語演習１・２

薬学専門教育

「薬学教育モデル・コアカ
リキュラム」を基本とし
た、薬物に関する幅広い
科学的知識を修得します。

（必修科目）
医療総合人間学１（薬学・
生命倫理の基礎）
基礎有機化学
有機化学１
生物学
基礎細胞生物学
生化学１、 生薬学１
物理化学１、 分析化学

（必修科目）
生物無機化学
有機化学２・３
有機スペクトル解析学
生化学２・３
微生物学、 病原微生物学
生薬学２
薬用天然物化学１
物理化学２・３
機器分析学
放射化学
衛生薬学１・２

（必修科目）
有機化学４
薬品合成化学１
分子細胞生物学
免疫学、応用分子生物学
病態生化学
薬用天然物化学２
応用分析学
衛生薬学３・４
生物統計学演習

（選択科目）
応用放射化学
臨床化学

医療薬学教育
薬の専門家として患者や医
療チームから信頼される薬
剤師を養成します。また、
薬剤師として必要な知識・
技能及び態度を修得するた
めに、病院と薬局において
参加型実務実習を行い、コ
ミュニケーション能力、プ
レゼンテーション能力及び
生涯にわたる自己研鑽力と
次世代を担う人材を育成す
る意欲と態度の必要性を体
得します。さらに、地域に
おける人々の健康増進、公
衆衛生の向上に貢献する能
力を養います。

（必修科目）
機能形態学１
人体の構造と機能
早期体験学習２
病態生理学１

（必修科目）
機能形態学２
薬理学１
病態生理学２

（必修科目）
薬物動態学１・２
基礎薬剤学
剤形設計学
薬理学２・３
薬物治療学１・２
医療薬剤学１

実習科目
講義で得た知識に基づいて、
研究活動に必要な技能・態
度を身に付けます。さらに、
問題発見・解決能力を醸成
するために、５年次から研
究室に所属し卒業研究を行
います。

（必修科目）
基礎薬学実習
基礎有機化学実習
生物学実習

（必修科目）
生薬学実習
物理・放射化学実習
分析化学実習

（必修科目）
有機化学実習
生物科学実習
衛生薬学実習
薬理学実習

※卒業研究の一環として実施しています。
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４年次 ５年次 ６年次 ディプロマポリシー

（必修科目）
医療総合人間学６（医療倫理
学）
医療総合人間学７（医療経済
学、医療制度論）

医療人として相応しい倫理
観と社会性を有しているこ
と。

国際化に対応できる基礎的
な語学力を有していること。

（必修科目）
薬学英語

( 選択科目）
実践ビジネス英語

（自由選択科目）
実践ビジネス英語

※　学術論文講読 ※　学術論文講読

（必修科目）
医薬品化学１
 

（選択科目）
薬品合成化学２
生物物理化学
医薬品化学２

薬の専門家として必要な
幅広い科学的知識・技能・
態度を有していること。

（必修科目）
薬理学４、医薬品安全性学
薬事関連法・制度
薬物動態学３
薬物治療学３・４
医療薬剤学２
コミュニティファーマシー
薬学基礎演習
臨床導入学習１・２
医療情報学
臨床検査学、臨床栄養学
臨床感染症学
　

（選択科目）
臨床生理学
医用工学概論

（必修科目）
病院実務実習
薬局実務実習

（必修科目）
医薬品開発学
漢方医学概論
薬局方総論
臨床薬物動態学
医薬品情報評価学
臨床薬剤学
病態・薬物治療学演習
薬学総合演習

薬剤師として医療に関わるため
の基本的知識・技能・態度を有
していること。

チーム医療や薬物療法に必要な
専門的知識・技能・態度を有し
ていること。

薬の専門家に必要なコミュニ
ケーション能力及びプレゼン
テーション能力を有しているこ
と。

地域における必要な情報を適切
に発信し、人々の健康増進、公
衆衛生の向上に貢献する能力を
有していること。

薬学・医療の進歩に対応するた
めに自己研鑽し、次なる人材を
育成する意欲と態度を有してい
ること。

薬剤学実習

薬学・医療の進歩と改善に
役立てる研究を遂行する意
欲と科学的根拠・研究に基
づく問題発見・解決能力を
有していること。

特別演習・実習（必修科目）
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薬科学科カリキュラムマップ（平成24年度～平成26年度入学生）
カリキュラムポリシー １年次 ２年次 ３年次

基礎教育
ヒューマニズム教育

薬学を学ぶ上での基礎学力
の養成と、医療の担い手に
相応しい倫理性と社会性、
及びコミュニケーション能
力の基本を身に付けます。

（必修科目）
数学１・２、 物理学入門１・２
医療総合人間学２（医療と健康）
医療総合人間学３（総合人間
学・コミュニケーション学）
化学、 化学演習
情報科学演習
健康科学演習１
早期体験学習１
　

（選択科目）
人間と文化１（人間と文学・芸術）
人間と文化２（人間と歴史）
人間と文化３（人間と宗教）
人間と文化４（文化人類学）
情報科学
健康科学演習２

（必修科目）
数理統計学
医療総合人間学４（生命倫理
と法・人権とジェンダー）

医療総合人間学５（臨床心理
学・医療社会学）
　

（選択科目）
人間と文化５（人間と生命）
人間と文化６（人間と地球環
境）
人間と文化７（人間と言語）
人間と文化８（人間と政治）
医工薬連環科学

語学教育

国際化に対応できる語学力
を養います。

（必修科目）
英語１・２
 

（選択必修科目）
ドイツ語１・２
フランス語１・２

（必修科目）
英語３・４

（必修科目）
異文化言語演習１・２

薬学専門教育

薬学の基礎知識及び薬の
物性と構造、反応などの
知識について体系的に修
得します。

（必修科目）
医療総合人間学１（薬学・
生命倫理の基礎）

基礎有機化学
有機化学１
生物学
基礎細胞生物学
生化学１、 生薬学１
物理化学１、 分析化学
機能形態学１
人体の構造と機能
早期体験学習２
病態生理学１

（必修科目）
有機化学２・３
有機スペクトル解析学
生化学２・３
微生物学、 病原微生物学
生薬学２
薬用天然物化学１
物理化学２・３
機器分析学
放射化学
生物無機化学
衛生薬学１・２
機能形態学２
薬理学１
病態生理学２

（必修科目）
有機化学４
薬品合成化学１
分子細胞生物学
免疫学、応用分子生物学
病態生化学
薬用天然物化学２
応用分析学
衛生薬学３・４
生物統計学演習
薬物動態学１・２
基礎薬剤学
剤形設計学
薬理学２・３
薬物治療学１・２
医療薬剤学１
　

（選択科目）
応用放射化学
臨床化学

実習科目

講義で得た知識に基づき、
研究活動に必要な技能・態
度を身に付けます。
さらに、問題発見・解決能力
を醸成するために研究室に
所属し卒業研究を行います。

（必修科目）
基礎薬学実習
基礎有機化学実習
生物学実習

（必修科目）
生薬学実習
物理・放射化学実習
分析化学実習

（必修科目）
有機化学実習
生物科学実習
衛生薬学実習
薬理学実習

※卒業研究の一環として実施しています。
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4年次 ディプロマポリシー

（必修科目）
医療総合人間学６（医療倫理
学）

（選択科目）
医療総合人間学７（医療経済
学・医療制度論）

医療に関わるために必要な
倫理性と社会性を身に付け
ていること。

国際化に対応できる基礎的
な語学力を有していること。

（必修科目）
薬学英語１・２

（選択科目）
実践ビジネス英語
　
※　学術論文講読

（必修科目）
生体分子機能学
生物物理化学
分子設計学
生体分析化学
薬品合成化学２
医薬品化学１
医薬品化学２
薬局方総論
薬事関連法・制度
　

（選択科目）
薬理学４
薬物動態学３
薬物治療学３・４
医療薬剤学２
医薬品安全性学
臨床生理学
医用工学概論

創薬研究などに必要な基
礎的知識と技能・態度を
有していること。

科学的な課題を探求し、
解決する能力を有してい
ること。

研究者に必要なコミュニ
ケーション能力及びプレ
ゼンテーション能力を有
していること。（必修科目）

薬剤学実習
薬科学卒業演習
特別研究（前期・後期）
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薬剤師として求められる基本的な資質

豊かな人間性と医療人としての高い使命感を有し、生命の尊さを深く認識し、生涯にわ
たって薬の専門家としての責任を持ち、人の命と健康な生活を守ることを通して社会に貢
献する。

 6年卒業時に必要とされている資質は以下の通りである。

（薬剤師としての心構え）
薬の専門家として、豊かな人間性と生命の尊厳について深い認識をもち、薬剤師の義務

及び法令を遵守するとともに、人の命と健康な生活を守る使命感、責任感及び倫理観を有
する。

（患者・生活者本位の視点）
患者の人権を尊重し、患者及びその家族の秘密を守り、常に患者・生活者の立場に立って、

これらの人々の安全と利益を最優先する。

（コミュニケーション能力）
患者・生活者、他職種から情報を適切に収集し、これらの人々に有益な情報を提供する

ためのコミュニケーション能力を有する。

（チーム医療への参画）
医療機関や地域における医療チームに積極的に参画し、相互の尊重のもとに薬剤師に求

められる行動を適切にとる。

（基礎的な科学力）
生体及び環境に対する医薬品・化学物質等の影響を理解するために必要な科学に関する

基本的知識・技能・態度を有する。

（薬物療法における実践的能力）
薬物療法を総合的に評価し、安全で有効な医薬品の使用を推進するために、医薬品を供

給し、調剤、服薬指導、処方設計の提案等の薬学的管理を実践する能力を有する。

（地域の保健・医療における実践的能力）
地域の保健、医療、福祉、介護及び行政等に参画・連携して、地域における人々の健康増進、

公衆衛生の向上に貢献する能力を有する。

（研究能力）
薬学・医療の進歩と改善に資するために、研究を遂行する意欲と問題発見・解決能力を

有する。

8



（自己研鑽）
薬学・医療の進歩に対応するために、医療と医薬品を巡る社会的動向を把握し、生涯に

わたり自己研鑽を続ける意欲と態度を有する。

（教育能力）
次世代を担う人材を育成する意欲と態度を有する。
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＜シラバス内の記載について＞

　平成24年～平成26年度入学生の本学のカリキュラムは薬学教育モデル・

コアカリキュラムに基づいて作成されています。

　薬学教育モデル・コアカリキュラムについては、巻末に掲載しています

ので、参照してください。

　GIO　　general instructional objective　　　一般目標

　　　　　薬剤師として求められる基本的な資質を身に付けるための一般目標

　SBO　　specific behavioral objective　　　　到達目標

　　　　　GIO を達成するための到達目標

　科目担当者についての記載

　　☆・・・・・・・科目の担当代表者

　　※・・・・・・・非常勤講師



平成 30 年度　開講科目

担 当 教 員 一 覧



平成30年度　５年次開講科目担当教員一覧（※印は非常勤を示す）
（☆印は担当代表者を示す）

基礎教育科目
実 践 ビ ジ ネ ス 英 語	 教　授	 文 学 士	 楠　瀬　健　昭
実　　　習

病 院 実 務 実 習	 ☆教　授	 博士（医学）	 荒　川　行　生
〃 	 教　授	 博士（薬学）	 岩　永　一　範
〃 	 教　授	 博士（薬学）	 中　村　　　任
〃 	 教　授	 博士（医学）	 中　村　敏　明

〃 	 教　授	 博 士（ 医 学 ）
博士（国際公共政策学）	 恩　田　光　子

〃 	 教授（特任）	 薬 学 士	 金　　　美恵子
〃 	 教授（特任）	 薬 学 士	 小　森　勝　也
〃 	 教授（特任）	 薬 学 士	 脇　條　康　哲
〃 	 教授（特任）	 薬 学 士	 井　上　　　薫
〃 	 教授（特任）	 薬 学 士	 岡　田　　　博
〃 	 教授（特任）	 博士（薬学）	 神　林　祐　子
〃 	 教授（特任）	 博士（薬学）	 和　田　恭　一
〃 	 准教授	 博士（薬学）	 和　田　俊　一
〃 	 准教授	 博士（薬学）	 芝　野　真喜雄
〃 	 准教授	 博士（薬学）	 坂　口　　　実
〃 	 准教授	 博士（薬学）	 角　山　香　織
〃 	 准教授	 博士（薬学）	 細　畑　圭　子
〃 	 講　師	 博士（薬学）	 内　田　まやこ

薬 局 実 務 実 習	 ☆教　授	 博士（医学）	 荒　川　行　生
〃 	 教　授	 博士（薬学）	 岩　永　一　範
〃 	 教　授	 博士（薬学）	 中　村　　　任
〃 	 教　授	 博士（医学）	 中　村　敏　明

〃 	 教　授	 博 士（ 医 学 ）
博士（国際公共政策学）	 恩　田　光　子

〃 	 教授（特任）	 薬 学 士	 金　　　美恵子
〃 	 教授（特任）	 薬 学 士	 小　森　勝　也
〃 	 教授（特任）	 薬 学 士	 脇　條　康　哲
〃 	 教授（特任）	 薬 学 士	 井　上　　　薫
〃 	 教授（特任）	 薬 学 士	 岡　田　　　博
〃 	 教授（特任）	 博士（薬学）	 神　林　祐　子
〃 	 教授（特任）	 博士（薬学）	 和　田　恭　一
〃 	 准教授	 博士（薬学）	 和　田　俊　一
〃 	 准教授	 博士（薬学）	 芝　野　真喜雄
〃 	 准教授	 博士（薬学）	 坂　口　　　実
〃 	 准教授	 博士（薬学）	 角　山　香　織
〃 	 准教授	 博士（薬学）	 細　畑　圭　子
〃 	 講　師	 博士（薬学）	 内　田　まやこ

特 別 演 習 ・ 実 習
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平成30年度　６年次開講科目担当教員一覧（※印は非常勤を示す）
（☆印は担当代表者を示す）

応用薬学科目
薬 局 方 総 論	 ☆教　授	 博士（薬学）	 戸　塚　裕　一

〃 	 准教授	 博士（薬学）	 芝　野　真喜雄
〃 	 講　師	 博士（薬学）	 山　口　敬　子

医療薬学科目
臨 床 薬 物 動 態 学	 教　授	 博士（薬学）	 宮　崎　　　誠
医 薬 品 開 発 学	 ※講　師	 薬学博士／経済学修士	 寺　田　多一郎
漢 方 医 学 概 論	 准教授	 博士（薬学）	 芝　野　真喜雄
臨 床 薬 剤 学	 ☆准教授	 博士（薬学）	 井　尻　好　雄

〃 	 准教授	 博士（薬学）	 加　藤　隆　児
医 薬 品 情 報 評 価 学	 ☆教　授	 医 学 博 士	 林　　　哲　也

〃 	 教　授	 博 士（ 医 学 ）
博士（国際公共政策学）	 恩　田　光　子

〃 	 准教授	 博士（薬学）	 井　尻　好　雄
病態・薬物治療学演習	 ☆教　授	 医 学 博 士	 松　村　人　志

〃 	 教　授	 医 学 博 士	 島　本　史　夫
〃 	 教　授	 医 学 博 士	 林　　　哲　也
〃 	 准教授	 博士（薬学）	 井　尻　好　雄
〃 	 准教授	 博士（薬学）	 幸　田　祐　佳

薬 学 総 合 演 習	 教　授	 博士（薬学）	 岩　永　一　範
実　　　習

特 別 演 習 ・ 実 習		
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目　　次（平成30年度５年次生）

基礎教育科目
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17

５
年
次
生



１年次科目配当表
（H30-5）

区分 授業科目
１年次

単位 備　　考
前期 後期

基
礎
教
育
科
目

人間と文化１（人間と文学・芸術）　※１ ○ 1 ●：必修科目　　
人間と文化２（人間と歴史）　　　　※１ ○ 1 ▲：選択必修科目
人間と文化３（人間と宗教）　　　　※１ ○ 1 ○：選択科目　　
人間と文化４（文化人類学）　　　　※１ ○ 1
数 学 １ ● 1 ※１　人間と文化１と２、３と４は同時開講。
数 学 ２ ● 1 ※２　ドイツ語又はフランス語のいずれか一方を
物 理 学 入 門 １ ● 1 　　　選択必修。
物 理 学 入 門 ２ ● 1 ※３　「健康科学演習２」は自由選択科目で卒業
英 語 １ ● 1 　　　要件には含まない。
英 語 ２ ● 1
ド イ ツ 語 １ ※ ２ ▲ 1
ド イ ツ 語 ２ ※ ２ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 １ ※ ２ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 ２ ※ ２ ▲ 1
医 療 総 合 人 間 学 ２　 医 療 と 健 康 ● 1.5
医療総合人間学３　総合人間学/ コミュニケーション学 ● 1.5
健 康 科 学 演 習 １ ● 1
健 康 科 学 演 習 ２ ※ ３ ○ 0.5
情 報 科 学 ○ 1.5
情 報 科 学 演 習 ● 1
化 学 ● 1
化 学 演 習 ● 1
生 物 学 ● 1
基 礎 有 機 化 学 ● 1

基
礎
薬
学
科
目

医療総合人間学１　薬学・生命倫理の基礎 ● 0.5
基 礎 細 胞 生 物 学 ● 1.5
有 機 化 学 １ ● 1.5
物 理 化 学 １ ● 1.5
分 析 化 学 ● 1.5
生 化 学 １ ● 1.5
機 能 形 態 学 １ ● 1.5

応用薬学
科目 生 薬 学 １ ● 1.5
医
療
薬
学
科
目

早 期 体 験 学 習 １ ● 1
早 期 体 験 学 習 ２ ● 0.5
人 体 の 構 造 と 機 能 ● 1.5
病 態 生 理 学 １ ● 1.5

実
習

基 礎 薬 学 実 習 ● 0.5
基 礎 有 機 化 学 実 習 ● 1
生 物 学 実 習 ● 1
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２年次科目配当表
（H30-5）

区分 授業科目
２年次

単位 備　　考
前期 後期

基
礎
教
育
科
目

人間と文化５（人間と生命）　　　　※１ ○ 1 ●：必修科目　　
人間と文化６（人間と地球環境）　　※１ ○ 1 ○：選択科目　　
人間と文化７（人間と言語）　　　　※１ ○ 1
人間と文化８（人間と政治）　　　　※１ ○ 1
数 理 統 計 学 ● 1.5 ※１　人間と文化５と６、７と８は同時開講。
英 語 ３ ● 1
英 語 ４ ● 1
医療総合人間学４　生命倫理と法/ 人権とジェンダー ● 1.5
医療総合人間学５　臨床心理学/医療社会学 ● 1.5
医 工 薬 連 環 科 学 ○ 1.5

基
礎
薬
学
科
目

有 機 化 学 ２ ● 1.5
有 機 化 学 ３ ● 1.5
有 機 ス ペ ク ト ル 解 析 学 ● 1.5
物 理 化 学 ２ ● 1.5
物 理 化 学 ３ ● 1.5
機 器 分 析 学 ● 1.5
放 射 化 学 ● 1.5
生 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ３ ● 1.5
微 生 物 学 ● 1.5
機 能 形 態 学 ２ ● 1.5
生 物 無 機 化 学 ● 1.5

応
用
薬
学
科
目

生 薬 学 ２ ● 1.5
薬 用 天 然 物 化 学  １ ● 1.5
衛 生 薬 学 １ ● 1.5
衛 生 薬 学 ２ ● 1.5
病 原 微 生 物 学 ● 1.5

医
療
薬

学
科
目

病 態 生 理 学 ２ ● 1.5
薬 理 学 １ ● 1.5

実
習

生 薬 学 実 習 ● 0.5
分 析 化 学 実 習 ● 1
物 理 ・ 放 射 化 学 実 習 ● 1
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３年次科目配当表
（H30-5）

区分 授業科目
３年次

単位 備　　考
前期 後期

基
礎
教

育
科
目

異 文 化 言 語 演 習 １ ● 1 ●：必修科目　　
異 文 化 言 語 演 習 ２ ● 1 ○：選択科目　　

基
礎
薬

学
科
目

有 機 化 学 ４ ● 1.5
免 疫 学 ● 1.5

応
用
薬
学
科
目

生 物 統 計 学 演 習 ● 1
薬 用 天 然 物 化 学  ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ３ ● 1.5
衛 生 薬 学 ４ ● 1.5
分 子 細 胞 生 物 学 ● 1.5
応 用 分 子 生 物 学 ● 1.5
応 用 分 析 学 ● 1.5
応 用 放 射 化 学 ○ 1.5
基 礎 薬 剤 学 ● 1.5
薬 品 合 成 化 学 １ ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

病 態 生 化 学 ● 1.5
薬 理 学 ２ ● 1.5
薬 理 学 ３ ● 1.5
剤 形 設 計 学 ● 1.5
薬 物 動 態 学 １ ● 1.5
薬 物 動 態 学 ２ ● 1.5
薬 物 治 療 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ２ ● 1.5
医 療 薬 剤 学 １ ● 1.5
臨 床 化 学 ○ 1.5

実
習

有 機 化 学 実 習 ● 1
生 物 科 学 実 習 ● 1
衛 生 薬 学 実 習 ● 1
薬 理 学 実 習 ● 1
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４年次科目配当表
（H30-5）

区分 授業科目
薬学科 薬科学科

備　　考
前期 後期 単位 前期 後期 単位

基礎教育
科目 実 践 ビ ジ ネ ス 英 語 ※3 ○ 0.5 ○ 0.5 ●：必修科目　　

応
用
薬
学
科
目

薬 学 英 語 ● 1 ○：選択科目　　

薬 学 英 語 １ ● 1
薬 学 英 語 ２ ● 1 ※3　「実践ビジネス英語」は自由選択科
生 物 物 理 化 学 ○ 1.5 ● 1.5 　　　目で卒業要件には含まない。
薬 品 合 成 化 学 ２ ○ 1.5 ● 1.5 　　　「実践ビジネス英語」は４年次後期
医 薬 品 化 学 １ ● 1.5 ● 1.5 　　　以降の学年なら履修可能。
医 薬 品 化 学 ２ ○ 1.5 ● 1.5
薬 局 方 総 論 ● 1
生 体 分 子 機 能 学 ● 1.5
分 子 設 計 学 ● 1.5
生 体 分 析 化 学 ● 1.5
薬 事 関 連 法 ・ 制 度 ● 1.5 ● 1.5
薬 科 学 卒 業 演 習 ● 0.5

医
療
薬
学
科
目

薬 理 学 ４ ● 1.5 ○ 1.5
薬 物 動 態 学 ３ ● 1.5 ○ 1.5
薬 物 治 療 学 ３ ● 1.5 ○ 1.5
薬 物 治 療 学 ４ ● 1.5 ○ 1.5
医 療 薬 剤 学 ２ ● 1.5 ○ 1.5
医 薬 品 安 全 性 学 ● 1.5 ○ 1.5
医 療 総 合 人 間 学 ６　 医 療 倫 理 学 ● 1.5 ● 1.5
医療総合人間学７　医療経済学・医療制度論 ● 1.5 ○ 1.5
コ ミ ュ ニ テ ィ フ ァ ー マ シ ー ● 1
医 療 情 報 学 ● 1.5
臨 床 検 査 学 ● 1.5
臨 床 栄 養 学 ● 0.5
臨 床 感 染 症 学 ● 0.5
薬 学 基 礎 演 習 ● 1
臨 床 生 理 学 ○ 1.5 ○ 1.5
医 用 工 学 概 論 ○ 1.5 ○ 1.5

実
習

薬 剤 学 実 習 ● 1 ● 1
臨 床 導 入 学 習 １ ● 4
臨 床 導 入 学 習 ２ ● 1
特 別 研 究 （ 前 期 ） ● 5
特 別 研 究 （ 後 期 ） ● 6
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５年次科目配当表
（H30-5）

区分 授業科目
薬学科

単位 備　　考
前期 後期

基礎教育
科目 実 践 ビ ジ ネ ス 英 語 ※ ３ ○ 0.5 ●：必修科目　　

実
習

病 院 実 務 実 習 ● 10 ○：選択科目　　

薬 局 実 務 実 習 ● 10 ※３　「実践ビジネス英語」は自由選択科目で卒業要件には含まない。

特 別 演 習 ・ 実 習 ※ ４ ● ※４　特別演習・実習は５年次前期から６年次後期の期間で
行い、２年間で18単位取得する。

６年次科目配当表
（H30-5）

区分 授業科目
薬学科

単位 備　　考
前期 後期

応用薬学
科目 薬 局 方 総 論 ● 1 ●：必修科目　　

医
療
薬
学
科
目

臨 床 薬 物 動 態 学 ● 0.5 ○：選択科目　　
医 薬 品 開 発 学 ● 1.5
漢 方 医 学 概 論 ● 1
臨 床 薬 剤 学 ● 0.5
医 薬 品 情 報 評 価 学 ● 1
病 態・ 薬 物 治 療 学 演 習 ● 0.5
薬 学 総 合 演 習 ● 4

実習 特 別 演 習 ・ 実 習 ※ ４ ● 18 ※４　特別演習・実習は５年次前期から６年次後期の期間で
行い、２年間で18単位取得する。
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実践ビジネス英語
指導教員 年次・期間 単位 選必区分

楠瀬　健昭 ５年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要

　ビジネスシーンにおいて円滑に仕事を進めるために必要な英語に慣れる。

・一般目標（GIO）

　言語や文化的背景の異なる人たちとのコミュニケーションにおいて、自分の考えを丁寧かつ簡潔に伝えるための英語表現を
学ぶ。

・授業の方法

　ビジネスシーンの一場面の聞き取り、シャドーイング、ロールプレイイング、ディクテーションなどを通じて簡潔な英語表
現を習得する。

・準備学習（予習・復習）

　予習：30分。テキストに出てくる英語表現について下調べする。練習問題を解く。
　復習：30分。テキストに出てくる主要な英語表現を暗唱し、自分のものにする。

・オフィス・アワー

　火曜日13：00～15：00　Ｂ棟１階研究室

・成績評価

　授業態度（50％）と毎回の小テスト（50％）により総合評価する。

・試験、課題に対するフィードバック方法

　小テストについては毎回自己採点によって確認する。

・学位授与方針との関連

　国際化に対応できる基礎的な語学力を有していること。

・教科書

　入門ビジネス英語（2017年10月号、11月号）柴田真一　NHK 出版

・参考書

　10億人に通じるやさしいビジネス英語（2016）　柴田真一　NHK 出版

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBO s）・授業内容
１ 会ったことのない相手に面会を申し込む（１） 紹介者の名前を伝える･ アポを取る
２ 会ったことのない相手に面会を申し込む（２） タイミングがいいかを尋ねる･ 先方の都合を聞く
３ 会ったことのない相手に面会を申し込む（３） 折り返しの電話を依頼する･ 直前の変更に対してわびる
４ 会ったことのない相手に面会を申し込む（４） 遅刻しそうだと伝える･ オフィスに向かっていると伝える
５ 社外のネットワーク作りに励む（１） 話に割って入る･ セミナーに参加した理由を尋ねる
６ 社外のネットワーク作りに励む（２） 仕事の担当について述べる･ 具体的な仕事について語る
７ 社外のネットワーク作りに励む（３） 知らない人に声をかける･ 活動の拠点について尋ねる
８ 社外のネットワーク作りに励む（４） 仕事の話に持っていく・楽しかったと言って別れる

Practical Business English
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病院実務実習
指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆荒川　行生　　岩永　一範　　中村　　任　　中村　敏明　　恩田　光子
　金　美惠子　　小森　勝也　　脇條　康哲　　井上　　薫　　岡田　　博
　神林　祐子　　和田　恭一　　和田　俊一　　芝野真喜雄　　坂口　　実
　角山　香織　　細畑　圭子　　内田まやこ

５年次・通年 10 必修

・授業の目的と概要

　本科目は、６年制薬学教育にあたって義務付けられている病院における参加型実務教育科目であり、臨床に係る実践的能力
を持つ薬剤師を養成することを目的とする。具体的内容としては、「実務実習モデル・コアカリキュラム」のうちの「病院実習」
で示されている項目を行う。

・一般目標（GIO）

　病院薬剤師の業務と責任を理解し、チーム医療に参画できるようになるために、調剤および製剤、服薬指導などの薬剤師業
務に関する基本的な知識、技能、態度を修得する。

・授業の方法

　学生は、各々が配属された病院施設において、その病院の実務実習指導薬剤師の指導の下に実地的な医療に参加しての学習
を行う。学習は、項目に応じて実習、演習、講義、説明、見学の形式によって行い、その具体的スケジュールは各施設作成の
ものに従う。学生個々の平成30年度における学習期間は、第一期間（５月７日～７月29日）、第二期間（８月６日～10月28日）、
第三期間（11月５日～翌年２月３日）、のうちのいずれかの一期間で、薬局実務実習とは別の期間で行う。これらいずれの期間
においても原則55日の学習日が設定され、標準的には祝日を除く月～金曜日の９時～17時に行われる。なお、学生個々の学習
期間と病院施設は、前年度に実施するガイダンスによって説明され、その後の個人アンケートの内容と調整機関での調整によっ
て決定される。また、学生は、学習の期間中、それぞれに決められた大学教員の指導（訪問指導を含む）を受ける。

・準備学習（予習・復習）

　予習：学習する予定の項目につき、学習日前日までにテキストおよび医薬品集等を用いて概略を予習する。予習時間は項目
　　　　内容に応じて適宜設定する。
　復習：日々の日報の作成作業を利用してその日の学習内容を振り返り、復習する。

・オフィス・アワー

　担当の教員が施設訪問指導時に直接の面接を行う。また、携帯電話および実習システムの専用メールによって、担当教員お
よび指導薬剤師と連絡、相談ができる。

・成績評価

　学習期間中に当該病院を訪問する大学教員により逐次の成績評価を行う。評価にあたり、当該教員は、学生が日々記録する「実
習記録」と「自己評価表」、および指導薬剤師との懇談内容と「評価表」を参考とする。さらに、総合的な評価は、逐次評価と

「実習報告書」（学生作成）をもとに、「実務実習実施部会」がこれを行い、これらいずれもが合格であるときに合格となる。

・試験、課題に対するフィードバック方法

　配属された病院施設で適宜行われる試験および課題のフィードバックの方法は、当該施設の指導薬剤師の指示に従う。

・学位授与方針との関連

　本科目は以下のディプロマポリシーと関連している。
　○薬剤師として医療に関わるための基本的知識・技能・態度を有していること。
　○チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識・技能・態度を有していること。
　○薬の専門家に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を有していること。
　○地域において必要な情報を適切に発信し、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を有していること。
　○薬学・医療の進歩に対応するために自己研鑽し、次なる人材を育成する意欲と態度を有していること。

・関連する科目

　関連科目：「実務実習事前学習」科目、薬局実務実習

・教科書

　『薬学生のための病院・薬局実務実習テキスト』日本病院薬剤師会近畿ブロック／日本薬剤師会大阪・近畿ブロック（編）　
じほう

・参考書

　『今日の治療薬』浦部晶夫 他（編）　南江堂
　『グラフィックガイド　薬剤師の技能』荒川行生、恩田光子 他　京都廣川書店
　『ビジュアル薬剤師実務シリーズ３・病院調剤と医薬品管理の基本』上村直樹（監）　羊土社
　『ビジュアル薬剤師実務シリーズ４・病棟業務の基本』上村直樹（監）　羊土社
　『治療薬マニュアル』高久史麿（監）　医学書院

Comprehensive Clinical Practice in Hospital

（☆印は担当代表者）

５
年
次
生
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBO s）・授業内容
１－５ 病院調剤

（指導薬剤師）
病院において調剤を通して患者に最善の医療を提供するために、調剤、医薬品の適正な使用ならび
にリスクマネージメントに関連する基本的知識、技能、態度を修得する。
１．病院調剤業務全体の流れを把握する。

【H101-1】、【H101-2】、【H101-3】、【H102-1】、【H102-2】、【H102-3】
２．処方箋に従って計数・計量調剤を正確、適正に行う。

【H103-1】、⊿【H104-1】、⊿【H104-2】、⊿【H104-3】、⊿【H105-1】、⊿【H106-1】、
⊿【H107-1】、⊿【H107-2】、⊿【H107-3】、⊿【H107-4】、⊿【H107-5】、⊿【H107-6】、
⊿【H107-7】、⊿【H107-8】、⊿【H108-1】、⊿【H109-1】、⊿【H110-1】、⊿【H110-2】、
⊿【H111-1】、⊿【H111-2】、⊿【H112-1】、⊿【H113-1】

３．患者に対して服薬指導を適切に行う。
⊿【H114-1】、⊿【H115-1】、⊿【H116-1】、⊿【H117-1】、⊿【H117-2】

４．様々の特徴を持つ注射剤を正確、適正に調剤する。
【H118-1】、【H119-1】、【H119-2】、【H120-1】、【H121-1】、【H122-1】、【H122-2】、【H123-1】、
【H124-1】、【H124-2】、【H125-1】

５．医薬品とその適用に関してリスクマネージメントを考えて実行する。
⊿【H126-1】、⊿【H126-2】、⊿【H126-3】、⊿【H127-1】、⊿【H127-2】、⊿【H127-3】、
⊿【H127-4】

６－８ 医薬品管理
（指導薬剤師）

医薬品を正確かつ円滑に供給し、その品質を確保するために、医薬品の管理、供給、保存に必要な
基本的知識、技能、態度を修得する。
６．病院における医薬品の管理・供給・保存のシステムを理解し、実践する。

【H201-1】、⊿【H201-2】、【H201-3】、【H202-1】、⊿【H203-1】、⊿【H203-2】、【H204-1】、
【H204-2】

７．法的な規制など特別に配慮すべき医薬品を適正に取り扱う。
⊿【H205-1】、⊿【H205-2】、【H205-3】、⊿【H205-4】

８．病院在庫医薬品の採用または使用中止のシステムを理解する。
【H206-1】、【H206-2】

９－11 医薬品情報
（指導薬剤師）

医薬品の適正使用に必要な情報を提供できるようになるために、薬剤部門における医薬品情報管理
（DI）業務に必要な基本的知識、技能、態度を修得する。
９．病院における医薬品情報とその取扱いを理解する。

【H301-1】、【H301-2】、【H301-3】、【H301-4】
10．医薬品情報の入手・評価・加工を実施する。

⊿【H302-1】、【H303-1】、【H304-1】
11．医薬品情報を提供する。

【H305-1】、【H305-2】、【H306-1】、【H307-1】
12－15 病棟業務

（指導薬剤師）
入院患者に有効性と安全性の高い薬物治療を提供するために、薬剤師病棟業務の基本的知識、技能、
態度を修得する。
12．薬剤師の病棟業務の概略を理解する。

【H401-1】、【H401-2】、【H401-3】
13．医療チームへの参加を経験する。

【H402-1】、【H402-2】
14．薬剤管理指導業務を体験する。

【H403-1】、【H403-2】、【H403-3】、【H403-4】、【H404-1】、【H404-2】、【H405-1】、【H405-2】、
【H405-3】、【H405-4】、【H405-5】、【H405-6】、【H405-7】、【H405-8】、【H406-1】、【H407-1】、
【H407-2】

15．処方支援に関与し、適正な薬物治療に参画する。
【H408-1】、【H408-2】

16－18 院内製剤・
TDM・中毒医療

（指導薬剤師）

患者個々の状況に応じた適切な剤形の医薬品を提供するため、院内製剤の必要性を認識し、院内製
剤の調製ならびにそれらの試験に必要とされる基本的知識、技能、態度を修得する。
16．院内製剤を調製する。

【H501-1】、【H502-1】
17．治療薬物モニタリングを経験する。

【H503-1】
18．薬剤師による中毒医療への貢献について理解する。

【H504-1】
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回 項　　目 到達目標（SBO s）・授業内容
19 医療人としての

薬剤師
（指導薬剤師）

常に患者の存在を念頭に置き、倫理観を持ち、かつ責任感のある薬剤師となるために、医療の担い
手として相応しい態度を修得する。
19．医療人としての薬剤師の倫理的ふるまいを理解、涵養し、実行する。

【H601-1】、【H601-2】、【H601-3】、【H601-4】、【H601-5】、【H101-5】、【H601-6】、【H101-6】
＊各項目実施の順序や繰り返し回数については当該医療機関により異なる。

５
年
次
生
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薬局実務実習
指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆荒川　行生　　岩永　一範　　中村　　任　　中村　敏明　　恩田　光子
　金　美惠子　　小森　勝也　　脇條　康哲　　井上　　薫　　岡田　　博
　神林　祐子　　和田　恭一　　和田　俊一　　芝野真喜雄　　坂口　　実
　角山　香織　　細畑　圭子　　内田まやこ

５年次・通年 10 必修

・授業の目的と概要

　本科目は、６年制薬学教育にあたって義務付けられている薬局における参加型実務教育科目であり、臨床に係る実践的能力
を持つ薬剤師を養成することを目的とする。具体的内容としては、「実務実習モデル・コアカリキュラム」のうちの「薬局実習」
で示されている項目を行う。

・一般目標（GIO）

　薬局の社会的役割と責任を理解し、地域医療に参画できるようになるために、保険調剤、医薬品などの供給・管理、情報提供、
健康相談、医療機関や地域との関わりについての基本的な知識、技能、態度を修得する。

・授業の方法

　学生は、各々が配属された薬局施設において、その薬局の実務実習指導薬剤師の指導の下に実地的な医療に参加しての学習
を行う。学習は、項目に応じて実習、演習、講義、説明、見学の形式によって行い、その具体的スケジュールは各施設作成の
ものに従う。学生個々の平成30年度における学習期間は、第一期間（５月７日～７月29日）、第二期間（８月６日～10月28日）、
第三期間（11月５日～翌年２月３日）、のうちのいずれかの一期間で、病院実務実習とは別の期間で行う。これらいずれの期間
においても原則55日の学習日が設定され、標準的には祝日を除く月～金曜日の９時～17時に行われる。なお、学生個々の学習
期間と薬局施設は、前年度に実施するガイダンスによって説明され、その後の個人アンケートの内容と調整機関での調整によっ
て決定される。また、学生は、学習の期間中、それぞれに決められた大学教員の指導（訪問指導を含む）を受ける。

・準備学習（予習・復習）

　予習：学習する予定の項目につき、学習日前日までにテキストおよび医薬品集等を用いて概略を予習する。予習時間は項目
　　　　内容に応じて適宜設定する。
　復習：日々の日報の作成作業を利用してその日の学習内容を振り返り、復習する。

・オフィス・アワー

　担当の教員が施設訪問指導時に直接の面接を行う。また、携帯電話および実習システムの専用メールによって、担当教員お
よび指導薬剤師と連絡、相談ができる。

・成績評価

　学習期間中に当該薬局を訪問する大学教員により逐次の成績評価を行う。評価にあたり、当該教員は、学生が日々記録する「実
習記録」と「自己評価表」、および指導薬剤師との懇談内容と「評価表」を参考とする。さらに、総合的な評価は、逐次評価と

「実習報告書」（学生作成）をもとに、「実務実習実施部会」がこれを行い、これらいずれもが合格であるときに合格となる。

・試験、課題に対するフィードバック方法

　配属された薬局施設で適宜行われる試験および課題のフィードバックの方法は、当該施設の指導薬剤師の指示に従う。

・学位授与方針との関連

　本科目は以下のディプロマポリシーと関連している。
　○薬剤師として医療に関わるための基本的知識・技能・態度を有していること。
　○チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識・技能・態度を有していること。
　○薬の専門家に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を有していること。
　○地域において必要な情報を適切に発信し、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を有していること。
　○薬学・医療の進歩に対応するために自己研鑽し、次なる人材を育成する意欲と態度を有していること。

・関連する科目

　関連科目：「実務実習事前学習」科目、病院実務実習

・教科書

　『薬学生のための病院・薬局実務実習テキスト』日本病院薬剤師会近畿ブロック／日本薬剤師会大阪・近畿ブロック（編）　
じほう

・参考書

　『今日の治療薬』浦部晶夫 他（編）　南江堂
　『グラフィックガイド　薬剤師の技能』荒川行生、恩田光子 他	 京都廣川書店
　『ビジュアル薬剤師実務シリーズ１・薬局調剤の基本』上村直樹（監）　羊土社
　『ビジュアル薬剤師実務シリーズ２・薬局管理の基本』上村直樹（監）　羊土社
　『治療薬マニュアル』高久史麿（監）　医学書院

Comprehensive Clinical Practice in Pharmacy

（☆印は担当代表者）
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBO s）・授業内容

１－４ 薬局アイテム
と管理

（指導薬剤師）

薬局で取り扱うアイテム（品目）の医療、保健・衛生における役割を理解し、それらの管理と保存に
関する基本的知識と技能を修得する。
１．薬局で取り扱う各種アイテムを知り、その流れを把握する。

【P101-1】、【P101-2】、【P101-3】
２．薬局製剤を調製する。

【P102-1】、【P103-1】
３．各種薬局アイテムを適切に管理し保存する。

⊿【P104-1】、【P104-2】、【P104-3】
４．法的な規制など特別に配慮すべき医薬品を知り、その取扱いを知る。

⊿【P105-1】、⊿【P105-2】、⊿【P105-3】
５－７ 情報へのアク

セスと活用
（指導薬剤師）

医薬品の適正使用に必要な情報を提供できるようになるために、薬局における医薬品情報管理業務に
関する基本的知識、技能、態度を修得する。
５．医療人である薬剤師として倫理的にふるまう。

【P201-1】、【P101-2】
６．薬局における医薬品情報を知り、その入手と加工を行う。

⊿【P202-1】、⊿【P202-2】、【P203-1】、【P204-1】、⊿【P205-1】、⊿【P206-1】、⊿【P207-1】
７．医薬品情報を提供する。

【P208-1】、【P209-1】、⊿【P210-1】
８－18 薬局調剤

（指導薬剤師）
薬局調剤を適切に行うために、調剤、医薬品の適正な使用、リスクマネージメントに関連する基本的
知識、技能、態度を修得する。
８．保険調剤業務の概要を理解し、その全体の流れを把握する。

【P301-1】、【P301-2】
９．処方箋を受け付ける。

【P302-1】、【P302-2】、【P302-3】、【P303-1】、⊿【P304-1】、⊿【P304-2】、⊿【P304-3】、⊿【P304-4】
10．処方箋を監査し、疑義照会を行う。

⊿【P305-1】、⊿【P305-2】、【P306-1】、【P307-1】、【P308-1】
11．処方箋に従って計数・計量調剤を正確、適正に行う。

⊿【P309-1】、⊿【P310-1】、⊿【P310-2】、⊿【P310-3】、⊿【P310-4】、⊿【P310-5】、⊿【P310-6】、
⊿【P310-7】、⊿【P310-8】、⊿【P310-9】、⊿【P311-1】、⊿【P311-2】、⊿【P312-1】、⊿【P313-1】、
⊿【P313-2】、⊿【P314-1】、⊿【P314-2】

12．計数・計量調剤を監査する。
⊿【P315-1】

13．服薬指導に必要な基礎事項を学び理解する。
⊿【P316-1】、【P317-1】、【P317-2】、【P317-3】、⊿【P318-1】、⊿【P319-1】、⊿【P320-1】

14．基本的な服薬指導を行う。
⊿【P321-1】、【P321-2】、⊿【P321-3】、【P321-4】

15．実践的な服薬指導を行う。
⊿【P322-1】、⊿【P322-2】、⊿【P322-3】、⊿【P322-4】、⊿【P322-5】

16．調剤録および処方箋を適切に保管・管理する。
【P323-1】、【P323-2】、【P323-3】、【P324-1】、【P325-1】

17．調剤報酬の仕組みを理解し、請求を経験する。
【P326-1】、【P327-1】

18．薬局業務における安全対策を学ぶ。
⊿【P328-1】、⊿【P329-1】、⊿【P330-1】、⊿【P331-1】、⊿【P332-1】、⊿【P332-2】、⊿【P333-1】

19－21 薬 局 カ ウ ン
ターでの接遇

（指導薬剤師）

地域社会での健康管理における薬局と薬剤師の役割を理解するために、薬局カウンターでの患者、顧
客の接遇に関する基本的知識、技能、態度を修得する。
19．患者・顧客との接遇を経験する。

【P401-1】、【P401-2】、【P402-1】、【P403-1】
20．一般用医薬品・医療用具・健康食品の選択・供給とその対応を学ぶ。

【P404-1】、【P405-1】
21．カウンターでの業務を実践する。

【P406-1】、【P406-2】、【P406-3】、【P406-4】、【P407-1】、【P407-2】、【P407-3】、【P407-4】

５
年
次
生
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回 項　　目 到達目標（SBO s）・授業内容
22－25 地域における

薬剤師
（指導薬剤師）

地域に密着した薬剤師として活躍できるようになるために、在宅医療、地域医療、地域福祉、災害時医療、
地域保健などに関する基本的知識、技能、態度を修得する。
22．薬局が地域で行う在宅医療の内容を理解する。

【P501-1】、【P501-2】、【P502-1】
23．薬局が関わる地域医療・地域福祉とチーム連携を理解する。

【P503-1】、【P504-1】、【P505-1】
24．薬局が関わる災害時医療について理解する。

【P506-1】、【P507-1】
25．薬剤師が行う地域保健活動を理解する。

【P508-1】、【P509-1】、【P510-1】、【P511-1】、【P511-2】、【P515-1】、【P512-1】、【P515-2】、【P513-1】、
【P515-3】、【P514-1】、【P515-4】

26 薬局業務総合
（指導薬剤師）

調剤、服薬指導、患者・顧客接遇などの薬局薬剤師の職務を総合的に実習する。
26．薬局業務を総括する。

【P601-1】、【P602-1】、【P602-2】
＊各項目実施の順序や繰り返し回数については当該医療機関により異なる。
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特別演習・実習
指導教員 年次・期間 単位 選必区分

５年次前期～
６年次後期 18 薬学科：必修

・授業の目的と概要

　未知の自然科学に挑戦する手法を習得するため、配属先の教員の指導の下で薬学関連テーマの研究を遂行する。

・一般目標（GIO）

　研究課題の達成までのプロセスを体験し、研究遂行に必要な知識・技能を修得すると共に、研究成果について議論・発表・
まとめる能力を養成する。

・到達目標（SBO s）

　１．研究課題に関連するこれまでの研究成果の問題点を抽出できる。
　２．研究課題に関連する論文を読み、理解できる。
　３．実験計画または研究調査計画を立て、実験または研究調査を実施できる。
　４．研究の結果をまとめることができる。
　５．研究の結果を考察し、評価できる。
　６．研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
　７．研究の成果を報告書や論文としてまとめることができる。

・授業の方法

　文献調査、演習並びに実験

・準備学習（予習・復習）

　予習：あらかじめ実験・調査手順を予習しておくこと。
　復習：実験・調査の結果をまとめ整理しておくこと。

・オフィス・アワー

　配属研究室の教員に確認すること。

・成績評価

　２年間の研究活動の中で様々な「技能」を身につけながら、得られた成果のまとめとして「研究発表」の実施と「卒業論文」
の作成を行う。評価項目として、２年間の研究活動に対する「態度」、この間に身につけた「知識・技能」、さらに「研究発表」
および「卒業論文」を評価する。各評価項目について、それぞれ別に定めた５つの評価細目を５段階で評価する。「態度」、「技
能」の評価項目では、評価が１点の細目がそれぞれ２つ以下であること、および、「研究発表」、「卒業論文」については、１点
の評価の細目数が２名の教員の合計で４つ以下であること、を合格基準とする。

・試験、課題に対するフィードバック方法

　研究室で行う実験報告会での発表や実験報告書の提出に対して助言を行う。

・学位授与方針との関連

　薬の専門家として必要な幅広い科学的知識・技能・態度を修得し、課題の発見・解決力を醸成しながらコミュニケーション
能力及びプレゼンテーション能力を養う。

・関連する科目

　臨床系関連科目・内容：与えられた研究テーマを遂行することにより、論理的思考を学び問題発見・解決能力を醸成する。

Laboratory Exercises and Practice ５
年
次
生
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教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

薬 品 物 理 化 学
友 尾　 幸 司
尹 　 康 子

①遺伝情報翻訳開始反応機構の解明
　遺伝情報を読みとり、タンパク質の生合成を開始させるのに必要な蛋白質や、その反応を制御する翻訳
調節因子等の一連の蛋白質の立体構造をＸ線結晶構造解析法等により解析し、その生理機能の仕組みを分
子レベルで明らかにして翻訳開始反応機構を解明する。
②認知症に関与するタウ蛋白質の構造と機能の解明ならびに認知症治療薬の開発
　アルツハイマー型認知症の脳内では、微小管結合蛋白質であるタウ蛋白質の不溶性フィラメント形成が
確認される。本来可溶性のタウ蛋白質が不溶性になるメカニズムを、種々の分光学的方法を駆使して構造
化学的に解明する。
③放線菌におけるATP 結合カセット（ABC）トランスポーター依存型糖取り込み機構の解明
　ABC トランスポーターは、ATP の加水分解によって得られるエネルギーを駆動力として細胞から細
胞内へ糖類、アミノ酸等の多様な物質を輸送する。微生物ABC トランスポーターの一つである、放線菌
S.thermoviolaceus  OPC-520由来xylobiose/xylooligosaccharide トランスポーターは、BxlA、BxlE、BxlF、
BxlG の４種のタンパク質群からなる。これらの各タンパク質の構造と機能を解析し、本放線菌における糖
輸送機構を解明する。
④新規抗菌薬の開発を目指した病原性細菌の鉄取り込み機構の解明
　病原細菌の一つであるVibrio vulnificus  M2799は、生育に鉄イオンを必須とする。その鉄イオンの取り込
みには様々なタンパク質が関与し非常に複雑な機構を有する。それら鉄イオン取り込みに関与するタンパ
ク質について構造機能解析を行い、得られた構造情報から抗菌作用を有すると推測される鉄イオン取り込
み阻害物質の分子設計を行う。
⑤生理活性物質、特にＣ－末端アミド化ペプチドの構造と機能に関する研究
　生体内に存在しているペプチド、特にＣ－末端部分がアミド化されたペプチドには極めて特異な生理活
性をしめる化合物が多く存在している。なぜ生理活性の発現にＣ－末端アミド化が必要かを解明するため
に、それらの立体構造をＮＭＲやＸ線などを用いて解析し、その機能との相関について調べる。そして、
より高活性な分子を設計する。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

分 子 構 造 化 学
土 井　 光 暢
浅 野　 晶 子
加 藤　 巧 馬

①コンホーメーションコントロールについて
　生理活性を有するペプチドの中には、その立体構造がレセプターとの結合に大きな影響を与えることが
ある。これらのペプチドに化学修飾を行うことで、立体構造を自由に変化させ、さらには活性をもコントロー
ルすることで、アゴニスト、アンタゴニストの開発を行う。
②基本構造モチーフに基づいたペプチドのデザイン
　αヘリックスやβターンなどの基本構造をとりやすいアミノ酸の組合せが知られている。これらをベー
スにより安定化させた構造や、制御された会合体のデザインを行う。
③非天然型アミノ酸を用いた膜透過性ペプチドの開発
　膜透過性ペプチドは様々な物質を細胞内へ輸送するためのツールとして注目されている。天然のアミノ
酸だけでなく非天然型のアミノ酸を用いることで新しいタイプの膜透過性ペプチドを合成し、その機能評
価を行う。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

生 体 分 析 学
天 滿 　 敬
平 田　 雅 彦
近 藤　 直 哉

①新しい画像診断薬剤（分子イメージングプローブ）の開発研究
　各種のがん疾患、動脈硬化等の血管疾患、脳梗塞・心筋梗塞等の虚血性疾患、アルツハイマー病等の脳
神経疾患や、それら多くの疾患に共通する病態である炎症やエネルギー代謝変化等を対象に、それらの病
態メカニズムと臨床要求性を考慮の上、各種疾患の質的診断や効率的な治療の推進に貢献しうる新しい画
像診断薬剤（分子イメージングプローブ）の開発研究を行う。
②分子イメージングを用いた病態の画像解析に関する研究
　これまでに当研究室で開発した画像診断薬剤（分子イメージングプローブ）と各種の病態モデル動物を
用いて、標的とする生体内機能分子の挙動追跡の可能性、および、得られる画像解析結果をイメージング
バイオマーカーとした診断への応用可能性について検討する。
③ホウ素中性子捕捉療法によるがん治療の効率化のための分子イメージングを基盤としたセラノスティク
　ス研究
　がん細胞内部に送達したホウ素の核反応を利用するホウ素中性子捕捉療法（BNCT）は、革新的な治療
効果を発揮する新しいがん治療法である。BNCT 領域における最大の課題は、新しいホウ素薬剤の開発、
および、その有効性を評価するための方法論開発にあることから本研究課題では、がんへの効率的な送達
を可能とする新しいホウ素薬剤、および、その画像化を可能とする分子イメージングプローブ開発を行う。
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教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

有 機 薬 化 学
春 沢　 信 哉
宇 佐 美　 吉 英
米 山　 弘 樹

①ヒスタミンH3レセプター（H3R）を基盤とする創薬研究 
　アルツハイマー病などの治療薬として期待されるH3R アンタゴニストの開発と、これを基にした乳がん
細胞増殖抑制化合物への応用
②合成中間体シアノホスフェートの新反応の開発
　シアノホスフェートからテトラゾールの生成- 脱窒素反応の研究とその応用
③抗がん薬の開発を目指した生理活性天然物の全合成研究
　海洋由来抗腫瘍天然物の全合成ならびにその関連化合物の合成を行い、制がん剤あるいは抗ウイルス薬
の創製を目指す。また、メラニン色素形成阻害剤の創生を目指すシクロペンテノン型海洋天然物の合成に
ついても検討する。
④複素環化合物の官能基導入反応の開発
　医薬品を社会に安定供給するために、プロセス化学を指向した新たな反応剤の創製を機軸とする、効率
的官能基変換反応の開発を目指す。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

機能分子創製化学
浦 田　 秀 仁
和 田　 俊 一
林 　 淳 祐

①新規修飾核酸の合成法の開発とＲNA 干渉など生体反応制御分子としての応用
　アンチセンス法やＲNA 干渉法は特定の遺伝子発現を抑制する方法で、この概念に基づいた核酸医薬を
様々な疾病の治療法として応用する試みがなされている。しかし、核酸医薬が効果的に作用を発揮するに
は膜透過性や生体内の各種分解酵素に対する安定性が重要となる。そこで、膜透過性や生体内での安定性
の向上を目指した新たな修飾核酸を設計・合成し、そのin vitroでの遺伝子発現抑制効果の検討を行っている。
②細胞内移送能を有するキャリアペプチドの開発
　アンチセンスやsiRNA など核酸医薬に用いられるオリゴヌクレオチドは細胞膜を通過して細胞内に入る
ことができない。この問題を解決するために、核酸医薬を細胞内に移送する機能を有したキャリアーペプ
チドを設計・合成し、その in vitro 細胞評価を行っている。
③金属イオンが二本鎖DNA の安定性および複製反応に及ぼす影響
　DNA は、核酸塩基間の水素結合を介して二重らせん構造を形成する。一方で、核酸塩基は様々な金属イ
オンと結合するという性質を持ち、金属イオンを介した塩基対が形成されることが近年明らかになってき
た。当研究室では、DNA ポリメラーゼが金属錯体型塩基対の形成をを介した複製反応を触媒することを世
界に先駆けて見出した。現在、本反応の詳細、限界について検討を行っている。
④鏡像体核酸の合成とその機能性分子素子としての応用
　DNA やRNA は構成成分として光学活性なＤ型リボースを有する。その鏡像体であるＬ型リボースは天
然には存在せず、Ｌ型リボースから成る核酸は生体内の核酸分解酵素に認識されないことから非常に優れ
たな安定性を有する。このような鏡像体核酸の生体内安定性を利用してin vivo で利用可能な各種バイオセ
ンサーなどへの応用を検討している。
⑤生体分子のらせん構造を不斉源とする不斉合成法の開発
　DNA やペプチドのヘリックス構造は不斉場を形成しており、水中で不斉（立体選択的）合成を行う際の
不斉源として利用できる可能性がある。そこで、不斉源となる短鎖のDNA やペプチドを化学合成し、これ
らを利用した不斉合成の検討を行っている。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

医 薬 分 子 化 学
山 田　 剛 司
菊 地 　 崇

①センダン科植物アンデローバ種子の新規リモノイドの構造とコラーゲン分泌促進作用
②エリンギの含有する新規 ergostane 型ステロイドの絶対構造とNO 産生抑制活性
③タンポポ （Taraxacum officinale）根のトリテルペノイド
④タモギダケに含まれる変型ergostane 型ステロイドの絶対構造
⑤海洋生物由来菌類の産生する新規細胞毒性物質に関する探索研究
⑥上記化合物の生理活性：P388、L1210、HL-60、KB 細胞に対する細胞増殖阻害活性

５
年
次
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教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

生 薬 科 学
谷 口　 雅 彦
芝 野　 真 喜 雄
平 田　 佳 之

①各種生薬成分の構造解析と生理活性に関する研究
②植物中のグルコシダーゼ阻害活性成分の検索と特異的阻害剤の開発研究
③生薬の国内生産に関する基礎研究
④サプリメントの有用性に関する研究
⑤グリチルリチン含量を上げるための栽培法の確立と甘草の化学的品質評価法に関する研究
⑥タンパク質 ‐ タンパク質相互作用を阻害する新規天然化合物の探索研究
⑦Sirtuin に作用するヘアケア・ヘアキュア化粧品の開発

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

生 化 学
福 永　 理 己 郎
藤 井 　 忍
藤 井　 俊 裕

①サイトカインによる造血細胞の増殖・分化の分子機構の解明：
　造血サイトカイン、特にG-CSF（顆粒球コロニー刺激因子）による好中球前駆細胞の細胞増殖と細胞分
化の分子メカニズムを明らかにするために、ヒトやマウスの骨髄球培養細胞における遺伝子発現や細胞内
情報伝達に関わるタンパク質の分子機能と生理的役割を研究する。
②プロテインキナーゼを介した細胞内情報伝達の分子機構の解明：
　細胞の増殖・がん化・分化に重要な役割を果たす細胞内情報伝達に関わるプロテインキナーゼ群、特に
MAP キナーゼカスケードに焦点を当て、MAP キナーゼやMnk キナーゼの標的タンパク質を探索・同定し、
その分子的・生理的機能を明らかにする。
③ロイシンリッチα2グリコプロテイン（LRG）の機能解明：
　ほ乳類の血液中に存在するLRG は毒ヘビ血液中に存在するホスホリパーゼA2阻害タンパク質と相同性を
示す。哺乳類細胞発現系を用いた組換えLRG の作製や、血清から精製したLRG を用いて、リガンドの探索
を行うとともに、Ｘ線結晶解析を用いてその相互作用を明らかにする。
④ホスホリパーゼA2阻害タンパク質の構造と阻害機構の解明：
　本研究室で発見した３種類のホスホリパーゼA2阻害タンパク質について、哺乳類細胞発現系を用いた組
換えタンパク質の大量発現とX 線結晶解析、部位特異的変異体を用いたホスホリパーゼA2との相互作用の
解析などについて検討する。 
⑤リン脂質加水分解酵素の触媒機能の解明：
　リン脂質加水分解酵素を生体から精製、もしくは、大腸菌を用いた発現系を構築して精製し、酵素反応
速度論に基づいて種々の実験を行うことにより、どのような反応機構で酵素が基質に作用するのかを明ら
かにする。
⑥リン脂質加水分解酵素の低分子阻害剤による阻害機構の解明：
　低分子の酵素阻害物質、特に基質と構造のよく似た化合物や金属イオンを用い、酵素反応に対する阻害
作用、およびその物質と酵素との結合を酵素反応速度論に基づいて解析することにより、酵素と阻害物質
との結合様式を明らかにする。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

病 態 生 化 学
藤 森 　 功
小 池　 敦 資
前 原　 都 有 子

①肥満制御に関する研究
　肥満を制御するメカニズムを解明し、肥満を解消･ 予防する薬剤を開発する。
　１）脂質メディエーターによる肥満制御機構の解明と新規抗肥満薬の開発
　２）NASH 進展における脂質メディエーターの機能解明
　３）極長鎖脂肪酸合成酵素と代謝異常疾患制御における機能解明
　４）肥満のエピジェネティクス制御
②褐色脂肪細胞に関する研究
　１）白色脂肪細胞を褐色脂肪細胞（ベージュ細胞）に変化させる化合物の同定と作用機構の解析
　２）白色脂肪細胞において、熱産生系を活性化する機構の解析
③天然物由来成分あるいは機能性食品成分を用いた細胞の分化制御に関する研究
　１）肥満抑制作用を有する成分の同定と作用機構の解析
　２）脂肪細胞の褐色化（ベージュ化）を誘導する成分の同定と作用機構の解析
　３）筋細胞への糖の取込みを促進する成分の同定と作用機構の解析
　４）脂肪分解を促進する成分の同定と作用機構の解析
　５）活性酸素による神経細胞死を抑制する成分の同定と作用機構の解析
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④エイコサノイドの産生制御機構に関する研究
　エイコサノイドの産生を制御する分子メカニズムを明らかにする。
　１）エイコサノイド合成酵素の活性化と分解機構の解明
　２）エイコサノイド合成酵素の細胞内局在の解析
⑤骨芽細胞や筋細胞の分化制御に関する研究
　間葉系幹細胞から、分化方向決定および活性化に関与する分子機構を解明する。
　１）筋分化を調節する物質の同定との分子機構の解明
　２）骨芽細胞および破骨細胞の活性化の分子機構の解明
⑥モデル生物を用いた脂質代謝制御機構の解明と薬剤開発
　モデル生物である線虫を用いて脂質代謝制御機構を解明する。
　１）脂質代謝関連遺伝子の単離と遺伝子破壊による機能解析
　２）線虫の変異株の作製と薬剤開発
⑦新規核内受容体FXR 調節薬の開発
　１）新規の核内受容体FXR のアゴニストおよびアンタゴニストの合成と肥満およびNASH における効果
　　　の検討

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

微 生 物 学
宮 本　 勝 城
土 屋　 孝 弘

①環境微生物: バイオマスの有効利用を目的とするキチンおよびキシラン分解機構に関する分子生物学的研究
（１）海洋細菌のキチン分解機構に関する分子生物学的研究 
（２）好熱性放線菌のキチン・キシラン分解機構に関する分子生物学的研究
（３）海洋細菌および好熱性放線菌のドラフトゲノム解析

②病原微生物: 感染症治療薬の開発を目的とする病原微生物による疾病発症機構に関する分子生物学的研究
（１）病原細菌の宿主生体中における生存および増殖機構の解明
（２）病原細菌の病原性発現に関与するシグナル伝達機構
（３）病原細菌に対する免疫応答の解析
（４）多剤耐性菌に対する新規抗菌物質の開発

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

生体機能解析学
坂 口 　 実
田 中 　 智

①癌細胞の増殖に対する薬物の効果とそのメカニズムの解明
　乳腺癌や胃癌細胞などの増殖を抑制する新規な化合物の作用メカニズムを解明してその有用性を検討する。
②細胞増殖や細胞死におけるプロテアーゼの役割の解明とその阻害薬の癌治療への応用
　細胞の増殖や細胞死におけるプロテアーゼの機能を解析し，プロテアーゼ阻害薬の癌治療への応用を目
指す。
③細胞の生存や傷害の保護および分化促進活性を有する化合物の探索
　生薬や食品由来化合物について細胞の増殖・生存・分化・アポトーシス死に及ぼす影響を検討し、制癌
作用や細胞機能維持に有用な化合物を探索してその有用性を検討する。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

環境分子生理学
藤 本　 陽 子
佐 久 間　 覚
東 　 剛 志

①活性酸素の生成調節機構ならびに病態生理学的意義に関する研究
　生体内における活性酸素の生成調節機構ならびに病態生理学的意義を探求し、酸化ストレスがかかわる
疾病を防御する薬物の開発を試みる。
②アラキドン酸由来生理活性物質の産生調節機構に関する研究
　シクロオキシゲナーゼ１および２、リポキシゲナーゼの活性ならびに遺伝子レベルに対する各種生体内
物質および薬物の影響を検討することにより、動脈硬化症や炎症性疾患の発症と進展の機構の解明ならび
にその発症を防御する薬物の開発を試みる。
③生活習慣病を誘発する肥満の分子機構に関する研究
　脂肪細胞の増殖・分化における生体内調節機構を解明し、それを防御する薬物の開発を試みる。
④新規制がん剤の創製に関する研究
　肝臓、胃、肺ならびに大腸がん細胞の増殖に対する脂質関連物質の影響を細胞ならびに分子レベルで明
らかにし、新規制がん剤の創製を試みる。
⑤環境化学物質の生体影響に関する研究
　環境化学物質が引き起こす生体影響の分子メカニズムの解明、ならびにそれらの影響を調節する薬物の
開発を検討する。

５
年
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⑥環境を汚染する医薬品類を対象にした流域水質管理に関する研究
　河川や下水処理場、医療機関を対象に医薬品による環境汚染問題の実態及び動態を明らかにするととも
に、除染技術の開発を試みる。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

薬 剤 学
永 井　 純 也
宮 崎 　 誠
竹 林　 裕 美 子

①病態時における薬物動態変動の分子機構解析とそれに基づく薬物投与法の至適化に関する研究
　薬物動態の主要な４つの過程である「吸収」「分布」「代謝」「排泄」には、トランスポーターや代謝酵素
などの薬物動態制御分子が重要な役割を果たしている。本研究では、様々な病態時における薬物動態制御
分子の発現や機能変動を解明すること目的として、分子レベルから全身レベルにわたる研究を展開する。
②薬物動態制御分子を標的とした薬効増強および副作用低減に関する研究
　薬物が薬効を発現するためには、作用発現する部位へ到達する必要がある。一方で、副作用発現の原因
の一つに望まない部位への薬物の到達が挙げられる。こうした薬物の特定の部位への到達には、トランス
ポーターなどの薬物動態制御分子が関与していることが多い。本研究では、これら薬物動態制御分子を標
的とすることで、特定部位への効率的な薬物の送達あるいは移行回避を行うことで、薬効の増強あるいは
副作用低減を目指した研究を行う。
③薬物のPK-PD 解析に基づいた最適投与計画の設計
　薬物投与後の薬理効果の時間的変化は、薬物の生体内動態とは必ずしも一致しない。そこで薬物の生体
内動態（PK）と薬理効果（PD）の経時変化を数学的モデルを用いて定量的に関連づけ（PK-PD 解析）、
薬効の時間的推移の予測を行うことで、薬物のより安全で効果的な投与計画を評価・立案を行う。
④生体機能の日周変動を考慮した薬物の最適投与計画の設計
　薬物の生体内動態や薬物に対する生体の反応（薬理作用）は、種々の生体機能の影響を受ける。しかし、
これら生体機能は24時間一定ではなくあるリズムで日周変動している。本研究は、薬物のPK-PD と生体の
日周変動との関係を明らかにし、新たな薬物投与計画の立案を行う。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

製 剤 設 計 学
戸 塚　 裕 一
門 田　 和 紀
内 山　 博 雅

①機能性添加剤を利用した難水溶性有効化合物の溶解性・吸収性改善
　新規の製剤設計あるいは機能性食品開発にも有用な機能性粉末の開発を目指す。
②高分子や糖類を用いた新規分散系の検討
　医薬品、食品、化粧品などの処方に応用可能な新規複合体やナノクラスター構造などを開発する。
③経肺投与に適した機能性微粒子の研究
　人体の毒性リスクが低く、かつ高効率に到達するような微粒子の開発を目指す
④難溶性有効成分の微粒化による溶解性・吸収性の改善
　粉砕を利用した難溶性成分の微粒化により医薬品や健康食品に有用な粒子開発を行う。
⑤数値シミュレーションによる肺到達型機能性粒子の設計
　数値シミュレーションを利用して高効率で肺内に送達可能な粉末吸入製剤の設計
⑥in vitro-in vivo の関係性を精度よく予測できる試験系の構築（注射および経肺投与に関して）
　in vitro-in vivo の関係性を予測できる評価系の構築を行うことで、シミレーションによる予測の精度を
高める研究（細胞および動物も使用予定）

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

病態分子薬理学
松 村　 靖 夫
大 喜 多　 守
中 川　 恵 輔

①内皮由来血管収縮ペプチド、エンドセリンの産生調節機構
　ブタおよびヒトの培養血管内皮細胞を用い、エンドセリン産生調節機構について、遺伝子発現および転
写調節機構の観点から検討している。
②種々循環器疾患の発症と進展機構におけるエンドセリンの病態学的役割
　おもにラットを用いて、高血圧、急性および慢性腎不全、虚血性心臓疾患および脳血管障害などの実験
的モデル動物を用いて、病態の発症と進展における様々な生体因子の役割をエンドセリンを中心に、検討
している。
③腎交感神経活動とその調節機構
　麻酔動物を用いて、腎交感神経活動・腎交感神経からのノルエピネフリン放出と腎機能変化におよぼす
種々の生理活性物質（NO など）や各種薬物の影響について検討している。
④循環器疾患と性差
　虚血性腎障害、血管肥厚並びに動脈硬化モデルなどを用いて、病態の発症・進展における性差メカニズ
ムについて検討している。
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⑤交感神経からのノルエピネフリン放出機構
　腸間膜動脈や心臓の灌流標本を用いて、交感神経からのノルアドレナリン放出機構について種々の観点
から検討している。
⑥抗酸化性機能性食品素材の新規生理活性に関する研究
　セサミンやフラバンジェノールなど、各種ポリフェノール成分の抗高血圧作用や血流改善効果などの作
用メカニズム解明を目指している。
⑦肺性高血圧の病態発症と薬物治療
　種々の肺性高血圧実験モデルを用いて、その発症機構と薬物による病態改善効果について検討している。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

薬品作用解析学
大 野　 行 弘
河 合　 悦 子
清 水　 佐 紀

①精神神経疾患の病態・薬物治療研究
　種々の疾患モデル動物を用い、統合失調症、抑うつ・不安障害、パーキンソン病、てんかん等の精神神
経疾患の病態メカニズムを解明し、新たな治療法を開発する。
②中枢ドーパミンおよびセロトニン神経系の機能解析研究
　精神・運動機能の調節におけるドーパミンおよびセロトニン受容体の役割と制御メカニズムを、行動薬
理学、電気生理学、神経化学的手法を用いて解析する。
③てんかん病態研究
　脳の神経伝達に関わる機能分子（アストログリアK+ チャネルKir4.1、シナプス小胞蛋白SV2A など）に
着目し、そのてんかん病態における役割と治療ターゲットとしての有用性を解明する。
④中枢神経作用薬の薬理研究
　種々の中枢神経作用薬（抗精神病薬、薬ニコチン受容体作用薬、振戦治療薬など）の薬理特性と作用機
序を解明し、新たな治療法の確立に貢献する。
⑤薬の副作用で起こる腎障害の発症機序およびその修復機序に関する研究

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

循環病態治療学
林 　 哲 也
井 尻　 好 雄
加 藤　 隆 児

「動脈硬化・心不全の発症と進展に関する研究」「薬剤適正使用のための研究」
・酸化ストレスが動脈硬化や心不全の発症・進展に及ぼす影響とラジカルスカベンジ療法の有効性
・睡眠時無呼吸症候群に関連する間歇的低酸素負荷に伴う心・血管・腎・脳のストレス応答
・肺高血圧症と右室リモデリングの分子形態学的メカニズムと治療薬の開発
・新たな抗凝固薬による心・血管保護効果の可能性とそのメカニズムの解明
・ヒトiPS 細胞を用いたCardio-Oncology の基礎と臨床
・３次元培養を用いたin vitro アッセイシステムによる重篤副作用の予測
・TNF- α関連致死的疾患に対する早期バイオマーカーの確立と新規治療薬の開発

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

薬 物 治 療 学
松 村　 人 志
幸 田　 祐 佳
田 中　 早 織

①脳と精神と行動に関するさまざまな障害の原因・予防・治療・ケア等について、臨床医学・薬物治療学
的観点からの臨床研究と、ラット等を用いた神経科学的研究を、並行して行っている。現在取り組んで
いるのは、睡眠及び依存に関する神経科学的研究、抗精神病薬に関する臨床研究である。

②肥満・糖尿病合併症を含め種々の酸化ストレス疾患の病態解明のみならず制御ならびに予防法の確立を
目指す。

③生体防御機能に関する基礎研究を京都府立医科大学の細胞生理学教室と共同で行う。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

薬 物 治 療 学 Ⅱ
島 本　 史 夫
山 口　 敬 子

①アルコール長期摂取による身体機能異常の病態に関する臨床疫学的研究
　アルコール長期摂取により食道癌・逆流性食道炎、胃潰瘍・急性胃粘膜病変、肝硬変・肝細胞癌、慢性膵炎・
膵性糖尿病、ビタミンB12欠乏・葉酸欠乏性大球性貧血など身体的障害発生頻度が増加することが知られて
います。上部消化管内視鏡所見、腹部超音波検査所見、血液所見・血液生化学所見などを統計学的に解析
することにより、アルコール長期摂取が身体機能に及ぼす病態を解明し、アルコール起因身体障害の予防
法・治療法の開発を目指しています。
②高齢者疾患の特徴と病態に関する臨床疫学的研究
　加齢とともに生じる生理的変化を消化管内視鏡・腹部超音波・エックス線などの画像検査や血液・尿な
どの生理的検査のデータを収集、解析することにより高齢者疾患に特徴的な病態を解明し、高齢者疾患の
予後やQOL にも影響を与える誤嚥性肺炎の予防、薬物副作用の予防などに貢献することを目指しています。
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③糖尿病（Ⅰ型・Ⅱ型）モデルラットを用いた糖尿病合併高脂血症と小腸脂質吸収機能に関する研究
　糖尿病（Ⅰ型・Ⅱ型）モデルラットを作成して、小腸絨毛上皮の過形成性変化（吸収面積増加）および
13C-trioctanoin 呼気試験による脂肪吸収機能（吸収総量増加）を判定し、糖尿病に合併する高脂血症と小
腸からの脂肪吸収の相関を検討することにより、脂質異常症やメタボリックシンドロームにおける消化吸
収の病態解明や予防法・治療法の開発を目指しています。
④生体ビデオ強調型コントラスト顕微鏡システムを用いた胃粘液細胞の粘液開口放出に関する基礎的研究

（京都府立医科大学生理学教室との共同研究）
　生きた胃粘液細胞を用いて粘液の分泌を観察することにより、Ca2+、cAMP、cGMP、COX、PGE2、
Arachidonic acid、NO、PLA2、PPAR αなどの細胞内情報伝達物質を解析し、胃粘膜防御機構のメカニズ
ムを解明して、胃粘膜病変の予防法・薬物治療法の開発を目指しています。
⑤有機試薬の合成とその構造解析並びに分析化学への応用に関する研究
　キサンテン系色素をはじめとする新しい有機試薬の合成とその特性並びに化学構造の探索、更には創製
した有機試薬の分析化学への応用などについて検討します。
⑥病態関連物質の測定法の開発に関する研究
　病態と関連する種々の物質( 腫瘍マーカー、腎疾患マーカー、金属イオン、活性酸素および過酸化物、ア
ルデヒド類、糖類、チオール化合物、医薬品など) の新規高感度分析法の開発とその応用などについて検討
します。
⑦生理活性作用を有する金属錯体の創製に関する研究
　金属錯体の創製とその特性並びに化学構造の検索、更には創製した金属錯体の生理活性作用に関する探
索について検討します。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

臨 床 実 践 薬 学
社 会 薬 学・
薬 局 管 理 学
荒 川　 行 生
恩 田　 光 子
庄 司 雅 紀

①薬剤師機能に関するアウトカムリサーチ
　病院および薬局における薬剤師の薬学的介入（慢性疾患管理、セルフメディケーション支援、薬剤使用
評価、服薬支援など）による、患者アウトカム、臨床的アウトカムおよび経済的アウトカムを検証する。
②薬局機能に関する研究
　地域医療（在宅医療を含む）における薬局の役割や機能を拡充するための具体的方法について、試行お
よび評価を行う。
③医薬品の使用に係るリスクマネジメントに関する研究
　様々なリスクの把握、情報収集・評価手法の検討、実効性のある対策の立案、実践および効果の検証を行う。
④医療（薬剤）経済学的研究
　特定の疾患を対象とした医薬品の使用に関する医師の処方意思決定と実際の処方状況、およびその社会
医学的成果（人々のWell-being を含む）の分析を行う。
⑤病院感染についての微生物学的および治療学的研究
⑥医師- 薬剤師連携による高齢者の薬物療法適正化に関する研究
⑦薬剤師による在宅ケアサービスのアウトカムに関する研究
⑧慢性疾患管理による地域ケアモデルの構築とその臨床・経済的効果に関する研究
⑨健康行動理論に基づく風邪様症状を対象とした面談アルゴリズムの作成と有効性の検証
⑩薬局におけるセルフメディケーション支援サービスの普及に関する研究
⑪薬局を起点とした認知症早期発見体制の構築に関する研究
⑫介護施設における薬物療法上の問題と薬剤師による関与の効果に関する研究
⑬医薬品情報の授受に関するギャップ分析
⑭服薬アドヒアランスへの影響要因に関する研究
⑮諸外国における薬剤師業務の比較研究
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教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

臨 床 薬 学 教 育
研 究 セ ン タ ー
中 村　 敏 明
岩 永　 一 範
中 村 　 任
角 山　 香 織
細 畑　 圭 子
内 田　 ま や こ

担当（中村敏明）
　「医薬品情報学的アプローチによる薬物療法のリスク最小化研究」
担当（岩永一範）
　「服用media が薬物の消化管吸収性に及ぼす影響に関する検討」
担当（中村任）
　「がん化学療法における薬効・副作用のバイオマーカー探索と臨床評価」
担当（角山香織）
　「医療データベースを用いた医薬品の安全性評価」
担当（細畑圭子）
　「薬物有害反応の軽減を目指した臨床薬理学研究」
担当（内田まやこ）
　「がん化学療法における薬効・副作用のバイオマーカー探索と臨床評価」

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

薬 学 教 育
研 究 セ ン タ ー
尾 﨑　 惠 一
大 桃　 善 朗
井 上　 晴 嗣
宮 崎 　 誠
佐 藤　 卓 史
長 谷 井　 友 尋
倉 田　 里 穂

①薬学教育に関する研究
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１年次科目配当表
（H30-6）

区分 授業科目
１年次

単位 備　　考
前期 後期

基
礎
教
育
科
目

人間と文化１（人間と文学・芸術）　※１ ○ 1 ●：必修科目　　
人間と文化２（人間と歴史）　　　　※１ ○ 1 ▲：選択必修科目
人間と文化３（人間と宗教）　　　　※１ ○ 1 ○：選択科目　　
人間と文化４（文化人類学）　　　　※１ ○ 1
数 学 １ ● 1 ※１　人間と文化１と２、３と４は同時開講。
数 学 ２ ● 1 ※２　ドイツ語又はフランス語のいずれか一方を
物 理 学 入 門 １ ● 1 　　　選択必修。
物 理 学 入 門 ２ ● 1 ※３　「健康科学演習２」は自由選択科目で卒業
英 語 １ ● 1 　　　要件には含まない。
英 語 ２ ● 1
ド イ ツ 語 １ ※ ２ ▲ 1
ド イ ツ 語 ２ ※ ２ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 １ ※ ２ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 ２ ※ ２ ▲ 1
医 療 総 合 人 間 学 ２　 医 療 と 健 康 ● 1.5
医療総合人間学３　総合人間学/ コミュニケーション学 ● 1.5
健 康 科 学 演 習 １ ● 1
健 康 科 学 演 習 ２ ※ ３ ○ 0.5
情 報 科 学 ○ 1.5
情 報 科 学 演 習 ● 1
化 学 ● 1
化 学 演 習 ● 1
生 物 学 ● 1
基 礎 有 機 化 学 ● 1

基
礎
薬
学
科
目

医療総合人間学１　薬学・生命倫理の基礎 ● 0.5
基 礎 細 胞 生 物 学 ● 1.5
有 機 化 学 １ ● 1.5
物 理 化 学 １ ● 1.5
分 析 化 学 ● 1.5
生 化 学 １ ● 1.5
機 能 形 態 学 １ ● 1.5

応用薬学
科目 生 薬 学 １ ● 1.5
医
療
薬
学
科
目

早 期 体 験 学 習 １ ● 1
早 期 体 験 学 習 ２ ● 0.5
人 体 の 構 造 と 機 能 ● 1.5
病 態 生 理 学 １ ● 1.5

実
習

基 礎 薬 学 実 習 ● 0.5
基 礎 有 機 化 学 実 習 ● 1
生 物 学 実 習 ● 1
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２年次科目配当表
（H30-6）

区分 授業科目
２年次

単位 備　　考
前期 後期

基
礎
教
育
科
目

人間と文化５（人間と生命）　　　　※１ ○ 1 ●：必修科目　　
人間と文化６（人間と地球環境）　　※１ ○ 1 ○：選択科目　　
人間と文化７（人間と言語）　　　　※１ ○ 1
人間と文化８（人間と政治）　　　　※１ ○ 1
数 理 統 計 学 ● 1.5 ※１　人間と文化５と６、７と８は同時開講。
英 語 ３ ● 1
英 語 ４ ● 1
医療総合人間学４　生命倫理と法/ 人権とジェンダー ● 1.5
医療総合人間学５　臨床心理学/医療社会学 ● 1.5
医 工 薬 連 環 科 学 ○ 1.5

基
礎
薬
学
科
目

有 機 化 学 ２ ● 1.5
有 機 化 学 ３ ● 1.5
有 機 ス ペ ク ト ル 解 析 学 ● 1.5
物 理 化 学 ２ ● 1.5
物 理 化 学 ３ ● 1.5
機 器 分 析 学 ● 1.5
放 射 化 学 ● 1.5
生 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ３ ● 1.5
微 生 物 学 ● 1.5
機 能 形 態 学 ２ ● 1.5
生 物 無 機 化 学 ● 1.5

応
用
薬
学
科
目

生 薬 学 ２ ● 1.5
薬 用 天 然 物 化 学  １ ● 1.5
衛 生 薬 学 １ ● 1.5
衛 生 薬 学 ２ ● 1.5
病 原 微 生 物 学 ● 1.5

医
療
薬

学
科
目

病 態 生 理 学 ２ ● 1.5
薬 理 学 １ ● 1.5

実
習

生 薬 学 実 習 ● 0.5
分 析 化 学 実 習 ● 1
物 理 ・ 放 射 化 学 実 習 ● 1
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３年次科目配当表
（H30-6）

区分 授業科目
３年次

単位 備　　考
前期 後期

基
礎
教

育
科
目

異 文 化 言 語 演 習 １ ● 1 ●：必修科目　　
異 文 化 言 語 演 習 ２ ● 1 ○：選択科目　　

基
礎
薬

学
科
目

有 機 化 学 ４ ● 1.5
免 疫 学 ● 1.5

応
用
薬
学
科
目

生 物 統 計 学 演 習 ● 1
薬 用 天 然 物 化 学  ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ３ ● 1.5
衛 生 薬 学 ４ ● 1.5
分 子 細 胞 生 物 学 ● 1.5
応 用 分 子 生 物 学 ● 1.5
応 用 分 析 学 ● 1.5
応 用 放 射 化 学 ○ 1.5
基 礎 薬 剤 学 ● 1.5
薬 品 合 成 化 学 １ ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

病 態 生 化 学 ● 1.5
薬 理 学 ２ ● 1.5
薬 理 学 ３ ● 1.5
剤 形 設 計 学 ● 1.5
薬 物 動 態 学 １ ● 1.5
薬 物 動 態 学 ２ ● 1.5
薬 物 治 療 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ２ ● 1.5
医 療 薬 剤 学 １ ● 1.5
臨 床 化 学 ○ 1.5

実
習

有 機 化 学 実 習 ● 1
生 物 科 学 実 習 ● 1
衛 生 薬 学 実 習 ● 1
薬 理 学 実 習 ● 1
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４年次科目配当表
（H30-6）

区分 授業科目
薬学科 薬科学科

備　　考
前期 後期 単位 前期 後期 単位

基礎教育
科目 実 践 ビ ジ ネ ス 英 語 ※3 ○ 0.5 ○ 0.5 ●：必修科目　　

応
用
薬
学
科
目

薬 学 英 語 ● 1 ○：選択科目　　

薬 学 英 語 １ ● 1
薬 学 英 語 ２ ● 1
生 物 物 理 化 学 ○ 1.5 ● 1.5 ※3　「実践ビジネス英語」は自由選択科
薬 品 合 成 化 学 ２ ○ 1.5 ● 1.5 　　　目で卒業要件には含まない。
医 薬 品 化 学 １ ● 1.5 ● 1.5 　　　「実践ビジネス英語」は４年次後期
医 薬 品 化 学 ２ ○ 1.5 ● 1.5 　　　以降の学年なら履修可能。
薬 局 方 総 論 ● 1
生 体 分 子 機 能 学 ● 1.5
分 子 設 計 学 ● 1.5
生 体 分 析 化 学 ● 1.5
薬 事 関 連 法 ・ 制 度 ● 1.5 ● 1.5
薬 科 学 卒 業 演 習 ● 0.5

医
療
薬
学
科
目

薬 理 学 ４ ● 1.5 ○ 1.5
薬 物 動 態 学 ３ ● 1.5 ○ 1.5
薬 物 治 療 学 ３ ● 1.5 ○ 1.5
薬 物 治 療 学 ４ ● 1.5 ○ 1.5
医 療 薬 剤 学 ２ ● 1.5 ○ 1.5
医 薬 品 安 全 性 学 ● 1.5 ○ 1.5
医 療 総 合 人 間 学 ６　 医 療 倫 理 学 ● 1.5 ● 1.5
医療総合人間学７　医療経済学・医療制度論 ● 1.5 ○ 1.5
コ ミ ュ ニ テ ィ フ ァ ー マ シ ー ● 1
医 療 情 報 学 ● 1.5
臨 床 検 査 学 ● 1.5
臨 床 栄 養 学 ● 0.5
臨 床 感 染 症 学 ● 0.5
薬 学 基 礎 演 習 ● 1
臨 床 生 理 学 ○ 1.5 ○ 1.5
医 用 工 学 概 論 ○ 1.5 ○ 1.5

実
習

薬 剤 学 実 習 ● 1 ● 1
臨 床 導 入 学 習 １ ● 4
臨 床 導 入 学 習 ２ ● 1
特 別 研 究 （ 前 期 ） ● 5
特 別 研 究 （ 後 期 ） ● 6
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５年次科目配当表
（H30-6）

区分 授業科目
薬学科

単位 備　　考
前期 後期

基礎教育
科目 実 践 ビ ジ ネ ス 英 語 ※ ３ ○ 0.5 ●：必修科目　　

実
習

病 院 実 務 実 習 ● 10 ○：選択科目　　

薬 局 実 務 実 習 ● 10 ※３　「実践ビジネス英語」は自由選択科目で卒業要件には含まない。

特 別 演 習 ・ 実 習 ※ ４ ● ※４　特別演習・実習は５年次前期から６年次後期の期間で
行い、２年間で18単位取得する。

６年次科目配当表
（H30-6）

区分 授業科目
薬学科

単位 備　　考
前期 後期

応用薬学
科目 薬 局 方 総 論 ● 1 ●：必修科目　　

医
療
薬
学
科
目

臨 床 薬 物 動 態 学 ● 0.5 ○：選択科目　　
医 薬 品 開 発 学 ● 1.5
漢 方 医 学 概 論 ● 1
臨 床 薬 剤 学 ● 0.5
医 薬 品 情 報 評 価 学 ● 1
病 態・ 薬 物 治 療 学 演 習 ● 0.5
薬 学 総 合 演 習 ● 4

実習 特 別 演 習 ・ 実 習 ※ ４ ● 18 ※４　特別演習・実習は５年次前期から６年次後期の期間で
行い、２年間で18単位取得する。
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薬局方総論
指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆戸塚　裕一　　芝野真喜雄　　山口　敬子 ６年次・前期 1 必修

・授業の目的と概要

　医薬品の有効性と安全性が保証されるためには、医薬品としての優良な品質が確保され、使用方法が適切であることが必要
である。医薬品の品質はそれぞれに設定された規格と試験方法で保証され、適切な使用方法は臨床試験によって確立される。
薬局方は医薬品の品質とその品質を試験する方法を定めた公定の規格書であり、日本薬局方は、平成28年３月厚生労働省告示
による「第17改正日本薬局方（The Japanese Pharmacopoeia seventtenth Edition」である。日本薬局方は、医薬品の製造、販
売、使用に当たって最も基本となる公定書であって、薬剤師にとってこれを理解し、有効に活用することは極めて重要である。
本講義では、まず「通則」で薬局方全体にかかわる規則、定義、適否の判定基準などを示し、「製剤総則」で製剤に関する一般
的規則と個々の剤形についての定義、製法、基準などを講述する。ついで、「生薬総則」では生薬の一般的な扱いや定義及び生
薬総則と生薬試験法の適用を受ける生薬の種類を示し、「一般試験法」では、収載医薬品に共通して用いられる試験法、医薬品
の品質評価に有用な試験法、標準品、標準液、試薬・試液、用器などを講述する。

・一般目標（GIO）

　（１）試料中に存在する物質の種類および濃度を正確に知るために、代表的な医薬品、その他の化学物質の定性・定量法を含
む各種の分離分析法の基本的知識と技能を修得する。

　（２）医薬品の用途に応じた適切な剤形を調製するために、製剤の種類、有効性、安全性、品質などに関する基本的知識と、
調製を行う際の基本的技能を修得する。

　（３）医薬品開発と生産の実際を理解するために、医薬品創製と製造の各プロセスに関する基本的知識を修得し、社会的重要
性に目を向ける態度を身につける。

・授業の方法

　板書を中心に、プリント、パワーポイントなどを用いて、効果的に授業を進める。

・準備学習（予習・復習）

　予習：シラバスに記載のある項目の部分についてあらかじめ配布プリントに目を通しておく。（0.5時間）
　復習：授業で実施した部分について、自分でノートを作成し整理する。また、授業中に行った問題は再度自分で解く。（３時間）

・オフィス・アワー

　火曜日、木曜日の17時～19時、Ｂ棟４階　製剤設計学研究室（戸塚）、火曜日の午後17時～19時、Ｂ棟５階　生薬科学研究室
（芝野）、水曜日の午後17時～19時、Ｂ棟６階　薬物治療学II 研究室（山口）

・成績評価

　最低限の出席（全授業の2/3以上）は試験を受ける上で必須。本教科は薬剤師国家試験の主要教科であることから、内容を
いかに理解したかの「結果」が重要であって、その過程は問わない。定期試験のみから成績は判定し、担当教員３人の各々の
範囲（戸塚60％、芝野20％、山口20％）の得点配分で定期試験を行う。

・試験、課題に対するフィードバック方法

　試験答案については開示する。

・学位授与方針との関連

　薬の専門家として必要な幅広い科学的知識、特に、日本薬局方に関して総論的に理解する能力を身につける。

・関連する科目

　関連科目：製剤学、生薬学、分析化学
　臨床系関連科目・内容：薬剤師をはじめとした医療関係者には、日本薬局方に示した医薬品の品質の他に、薬効、適用方法、
服薬指導、更にはその基礎をなす副作用、薬物動態、相互作用などについても最新の情報を得ておく必要があり、これら関連
科目と総合的に理解することが望ましい。

・教科書

　教科書は使用せず、各教員のプリントを用いる。

・参考書

　『第17改正日本薬局方』独立行政法人　医薬品医療機器総合機構
　『第17改正日本薬局方解説書』廣川書店

Introduction to the Japanese Pharmacopoeia

（☆印は担当代表者）
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBO s）・授業内容 コアカリキュラム番号
１ 薬局方総論

（戸塚）
医薬品開発における国際的ハーモナイゼーション（ICH）について概説できる。
三薬局方および薬局方国際調和会議について説明できる。

【B-(2)- ②-8】

２ 通則（戸塚） 試料中に存在する物質の種類および濃度を正確に知るために、代表的な医薬
品、その他の化学物質の定性・定量法を含む各種の分離分析のための基本的
知識を修得する。

【E5-(2)- ②-3】

３ 製剤総則（１）
（戸塚）

代表的な剤形の種類と特徴を説明できる。
代表的な製剤添加物の種類と性質について説明できる。

【E5-(2)- ①-1、
E5-(2)- ②-2】

【E5-(2)- ②-1】
４ 製剤総則（２）

（戸塚）
代表的な固形製剤、半固形製剤、液状製剤の種類と性質について説明できる。【E5-(2)- ①-2、

E5-(2)- ①-3、
E5-(2)- ①-5】

５ 製剤総則（３）
（戸塚）

代表的な無菌製剤の種類と性質について説明できる。
日本薬局方の製剤に関連する試験法を列挙できる。

【E5-(2)- ①-4】
【E5-(2)- ②-4】

６ 生薬関連製剤、
生薬総則

（芝野）

生薬関連製剤の種類と特性について説明できる。
日本薬局方の生薬総則および生薬試験法について説明できる。
代表的な生薬の確認試験を説明できる。
代表的な生薬の純度試験を説明できる。

【E5-(2)- ①-6】
【C5-(1)- ④-2】
【C5(1) ④-4】
【C5(1) ④-5】

７ 一般試験法（１）
（山口）

代表的な無機イオンの定性反応を説明できる。
日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認試験を列挙しその内容を説明できる。
日本薬局方収載の代表的な医薬品の純度試験を列挙しその内容を説明できる。
日本薬局方収載の重量分析法の原理および操作法を説明できる。

【C2-(3)- ①-1】
【C2-(3)- ①-2】
【C2-(3)- ①-6】
【C2-(3)- ①-7】

８ 一般試験法（２）
（山口）

紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明できる。
蛍光光度法の原理および応用例を説明できる。
日本薬局方収載の生物学的試験法の原理および操作法を説明できる。

【C2-(4)- ①-1】
【C2-(4)- ①-2】
【E1-(1)- ③-1】

９ 一般試験法（３）
（芝野）

日本薬局方収載の物理的試験法の原理および操作法を説明できる。
赤外吸収（IR）スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。
核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる
質量分析法の原理および応用例を説明できる。

【C2-(4)- ①-3】
【C2-(4)- ②-1】
【C2-(4)- ③-1】

10 一般試験法（４）
（戸塚）

製剤各論（注射剤などの無菌製剤とそれらに関連する製剤試験法、滅菌法、
無菌操作法、生物学的試験法／生化学的試験法／微生物学的試験法）などを
列挙できる。

【C8-(3)- ⑤-2、
E-1-(1)- ③-1】

６
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臨床薬物動態学
指導教員 年次・期間 単位 選必区分

宮崎　　誠 ６年次・前期 0.5 必修

・授業の目的と概要

　薬物治療では、医師の診断に基づき適切な治療薬が選択され、投与量や投与方法などの投与計画が決定される。しかし、治
療効果や副作用の強さは患者毎に異なっているため、患者の背景や状態を観察しながら投与量などを適宜調節しなくてはなら
ない。このとき、薬剤師に求められるのが臨床薬物動態学の考え方、すなわち“薬物の体内動態と患者の生理的および病理的
変化との関係に基づき、投与量や投与方法を変更できる能力”である。臨床薬物動態学は、医療の最前線に携わる多くの薬剤
師に必要なのは勿論、臨床治験の適切な実施やその成績評価などを行う上で、臨床開発従事者にも欠くことができない。決し
て「臨床版の薬物動態学」ではない。
　薬物の治療効果･ 副作用が時間と共にどのように推移するかは、薬物動態学（PK）と薬力学（PD）の関係（PK-PD）が密
接に関係している。治療域の狭い危険な薬物では、この関係に基づいて治療薬物モニタリング（TDM）が行われている。添付
文書等に記載されている薬物動態学的な基本情報を読み取ることで、コンピュータがなくても、患者の生理機能の変化が体内
動態に与える影響を予想することも可能である。さらに、統計学的手法を応用したポピュレーションファーマコキネティクス

（PPK）は、患者間の体内動態の差をも含めて理解しようとするものであり、現在の医薬品開発を成功させるための鍵である
ファーマコメトリクスの中核を担っている。本講座では、これらPK-PD 理論やTDM の概略、生理機能変化による体内動態の
変動予想、PPK、その他に病院の栄養サポートチームでも必要な時間薬理学･ 時間治療を扱う。

・一般目標（GIO）

　科学的根拠に基づいた薬物治療の個別化や、最適な薬物投与計画の立案に必要な基礎理論を修得する。

・授業の方法

　第２講以降は、以下の予習に重点をおいたアクティブラーニングを行う。演習課題はすべてGoogle Forms を利用する。
　STEP1（授業前）：提供する資料や教科書・参考図書を使って予習し、学習成果の確認のために事前演習課題を解答後提出する。                             
　STEP2（授業前）：事前演習課題の採点結果を受け取り、理解度の不足な点を明らかにする。
　STEP3（授業）：授業によって理解度の不足な点を中心に学習内容を改める。
　STEP4（授業後）：授業ノートや資料・教科書・参考図書を使って復習し、学習成果の確認のために事後演習課題を解答後
提出する。採点結果を受け取り、必要に応じて復習を行う。

・準備学習（予習・復習）

　予習：事前に配布する演習課題に伴う予習として２時間程度
　復習：授業後に配布する演習課題に伴う復習として１時間程度

・オフィス・アワー

　月～金曜日の17時～18時（但し、会議・出張等で不在のこともある）、Ｂ棟２階　薬剤学研究室（R223）

・成績評価

　定期試験83％､ 平常点17％（ルーブリック評価点を含む）

・試験、課題に対するフィードバック方法

　定期試験答案は求めに応じて開示する。過去の全試験問題・正答例とその解説はWeb 上で常時公開している。演習課題は採
点後に返却する。

・学位授与方針との関連

　薬の専門家として患者や医療チームから信頼される薬剤師となるために（ディプロマポリシー）、チーム医療や薬物療法に必
要な専門知識を身につける（カリキュラムポリシー）。

・関連する科目

　関連科目：関連科目：薬物動態学１・２・３､ 薬剤学実習、薬理学１・３､ 薬物治療学１・２･ ３､ 医薬品安全性学、数学２、
数理統計学、医療統計学、薬物治療学演習、生物統計学演習、臨床感染症学

・教科書

　広義　薬物動態学　掛見正郎（編）　京都廣川書店

・参考書

　広義 薬物動態学 難解複合問題100選　掛見正郎（編著）　京都廣川書店
　第３版 臨床薬物動態学 薬物治療の適正化のために　緒方宏泰（編著）　丸善出版
　図解 よくわかるTDM 第３版 基礎から実践まで学べるLesson 160　木村利美（編著）　じほう

Clinical Pharmacokinetics
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBO s）・授業内容 コアカリキュラム番号
１ 薬物動態学薬力学（PK-PD）理

論
薬物動態学と薬力学を関連付けることで、投与量と薬効の
発現・消失の関係を説明できる。

【C13-(1)- ①-1～2，
C13-(1)- ①-6～8，
C13-(1)- ②～③，
C13-(4)- ①～⑤，
C15-(3)- ⑤-3】

２ 治療薬物モニタリング（TDM）
概論
抗菌薬のPK-PD

TDM の意義を説明でき、TDM が必要な代表的薬物を列
挙できる。
TDM における採血や薬物定量、投与計画の考え方などの
基礎理論を説明できる。
抗菌薬に関するPK-PD 関係の特徴を理解し、PK-PD パ
ラメータを使った投与計画を説明できる。
耐性菌対策を考慮した抗菌薬の投与計画を説明できる。
アクティブラーニング対象

【C13-(1)- ①-1～2，
C13-(1)- ②～③，
C13-(4)- ①～⑤，
C1 3-(5)- ②，
C15-(3)- ⑤-3】

３ 時間薬理学と時間治療 生体リズムについて概説できる。
生体リズムを考慮した薬物治療について説明できる。
アクティブラーニング対象

【C13-(1)- ①-1～2，
C13-(1)- ①-6～8，
C13-(1)- ②～③，
C13-(4)- ①～⑤，
C15-(3)- ⑤-3・4】

４ 体内動態の特徴付けと生理学的
変動因子の影響１

添付文書に記載されている薬物動態学的な基本情報を使っ
て、薬物の体内動態を特徴付けることができる。
アクティブラーニング対象

【C13-(1)- ①-1～2，
C13-(1)- ①-6～8，
C13-(1)- ②～③，
C15-(3)- ①～⑤，
C15-(3)- ⑤-1】

５ 体内動態の特徴付けと生理学的
変動因子の影響２

薬物の薬物動態学的な特徴から、生理的な変動要因が体内
動態に与える影響を予想し、投与設計を行うことができる。
アクティブラーニング対象

【C13-(1)- ①-1～2，
C13-(1)- ①-6～8，
C13-(1)- ②～③，
C13-(4)- ①～⑤，
C15-(3)- ①～⑤，
C15-(3)- ⑤-1】

６ ポピュレーションファーマコキ
ネティクス（PPK）１

集団における体内動態データの解析方法を説明できる。
非線形混合効果モデル（NONMEM）法における個体間変
動と個体内変動の考え方を説明できる。
アクティブラーニング対象

【C13-(1)- ①-1～2，
C13-(1)- ①-6～8，
C13-(1)- ②～③，
C13-(4)- ①～⑤，
C15-(3)- ⑤-12】

７ ポピュレーションファーマコキ
ネティクス（PPK）２

NONMEM 法における薬物動態解析や結果の妥当性評価
法について概説できる。
ベイズ推定（ベイジアン）法を概説できる。
ベイズ推定法による結果を正しく理解し、投与計画に応用
できる。
アクティブラーニング対象

【C13-(1)- ①-1～2，
C13-(1)- ①-6～8，
C13-(1)- ②～③，
C13-(4)- ①～⑤，
C15-(3)- ⑤-12】

６
年
次
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医薬品開発学
指導教員 年次・期間 単位 選必区分

寺田多一郎 ６年次・前期 1.5 必修

・授業の目的と概要

　将来、研究機関・企業において創薬研究や臨床開発・生産のリーダーとなるために、また、医療現場においても 創薬から承
認申請までのプロセスのみならず後発・後続品についての正しい知識も持った薬剤師となるために、医薬品開発の各プロセス
についての基本的能力と態度を習得します。さらに、薬学生として習得すべきこれらの知識に加え、創薬研究者・医療従事者
が備えるべき倫理・規範から医療経済分野にわたるまでの幅広い課題についても取り扱います。

・一般目標（GIO）

　医薬品の創薬段階から承認取得、上市・市販後調査実施から後発・後続品の参入に加え、市場からの整理までの一連のプロ
セスと、医薬品業界を取り巻く環境について理解を深め、実社会において最善の解決方法を導くために必要な情報の調査・入
手方法、課題発掘方法、企画・調整方法等を習得・訓練します。

・授業の方法

　講義はパワーポイントと討論で進め、単なる知識の習得にとどまらず、最新の事例研究を中心に関連知識を整理します。適
切な事例については、例えば仮想の医薬品X として、研究開発段階から製造販売後までのLCM（ライフサイクル・マネジメント）
とRMP（リスクマネジメントプラン）に沿った最善と考えられる課題解決方法検討を通じて、様々な視点（創薬企業、規制当
局、医療現場、患者・国民世論等）からの柔軟な発想力育成に努めます。よって、講義に先立って図書館での文献調査、グルー
プ討議が必要な場合もあります。皆さんとのコミュニケーションには電子メール等を利活用します。

・準備学習（予習・復習）

　予習：対応するコアカリキュラムはC17（１～５）で、講義は双方向の討論で進めます。教科書は設定せず、資料等は必要
　　　　に応じて配布しますので ｢参考書｣ の紹介にとどめますが、参考書①は薬学生のみならず薬剤師となってからのくす
　　　　りの安全性評価理解に最適であるので推薦します。
　　　　受講にあたっての準備学習としては、講義内容や用語の効果的な理解および医薬品開発プロセスの全体像をイメージ
　　　　しやすくするために、｢関連する科目｣ での学習内容や習得した知識を振り返り（１時間程度）整理しておいて下さい。
　復習：復習としては、受講内容と実務実習で習得した知識や経験との比較・融合に努めて下さい（２時間程度）。具体的な内
　　　　容については講義にて説明します。

・オフィス・アワー

　講義終了後、非常勤講師室または図書館等（事前にアポイントを入れて戴けると有り難い）

・成績評価

　定期試験・レポート（80%）、講義での発言・貢献等（10%）、受講態度（10%）

・試験、課題に対するフィードバック方法

　試験答案は採点後、教務課にて適切に保存管理して頂きます。選択課題等についてはコメント付与の上フィードバックします。

・学位授与方針との関連

　当該科目の履修によって、｢授業の目的と概要｣ と ｢一般目標｣ のとおり、成熟社会において薬剤師に求められる次の能力・
態度を習得します。すなわち、●薬剤師として医療に関わるための基本的知識・態度をゆうしていること、●チーム医療や薬
物療法に必要な専門的知識・態度を有していること、●薬の専門家に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション
能力を有していること、●薬学・医療の進歩に対応するために自己研鑽し、次なる人材を育成する意欲と態度を有しているこ
とです。

・関連する科目

　関連科目：薬理学、薬物治療学、医療薬剤学、医薬品安全性学、薬物動態学、医薬情報学、医薬品情報評価学、薬事関連法・
制度、病院・薬局実務実習

・教科書

　設定しません

・参考書

　①『くすりの安全性を科学する』M. J. Klepper et al. [ くすりの安全性を科学する会訳]　サイエンティスト社
　②『スタンダード薬学シリーズ　第8巻 医薬品の開発と生産』日本薬学会編　東京化学同人
　③『医薬品開発論』栄田敏之ら　廣川書店
　④『医薬品の開発と生産』永井恒司ら　じほう

Drug Development
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBO s）・授業内容 コアカリキュラム番号
１ 「医薬品開発学｣ 講義の進め方・目標等

イントロダクション
｢医薬品医療機器等法｣ 第１条に新設された ｢責務｣ と
｢役割｣（“国の責務”、“都道府県の責務”、“医薬品等関連
事業者の責務”、“医薬関係者の責務”及び“国民の役割”）
の考え方をコアとして、医薬品の創薬段階から承認取得、
上市・市販後調査実施から後発・後続品の参入に加え、市
場からの整理までの一連のプロセスと、医薬品業界を取り
巻く環境・歴史等について説明できる。
実社会において最善の解決方法を導くために必要な情報の
調査・入手方法、課題発掘方法、企画・調整方法等を習得・
訓練し、これを他者に教育訓練できる。
代表的な ｢薬害｣ について、その原因、被害が拡大した社
会的背景、これらの薬害を回避するための手段等について
討議し、説明できる。
薬学生として習得すべきこれらの知識に加え、成熟社会に
おいて活躍する創薬研究者・医療従事者が備えるべき倫
理・規範から医療経済分野にわたるまでの幅広い課題につ
いて分析・説明できる。

【C17(1) ～(5)】

2～5 医薬品開発概論
非臨床試験
臨床研究/ 承認申請/ 開発薬事/ 製造・
品質

6～11 市販後調査
医薬品を取り巻く環境（安全対策の厳
格化/ 費用対効果等）

12～13 仮想医薬品Ｘ開発についての
グループ討議

グループ討議を通じて、本講義第１～11回までに習得した
知識に、他の講義・実習等で習得した知識・経験も反映させ、
グループ内、グループ間の異なる意見にも耳を傾け、最適
の対応ストーリーを立案できる。
課題を多面的に掘り起こす能力、課題解決に最適な情報を
調査・収集する能力、グループを代表して説明（レポート）
できる能力等の発掘・育成の手がかりとなる。

６
年
次
生
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漢方医学概論
指導教員 年次・期間 単位 選必区分

芝野真喜雄 ６年次・前期 1 必修

・授業の目的と概要

　漢方医学は、古代中国医学を基盤に、多くの臨床経験を積み重ね、独自に発展してきた日本の伝統医学である。また、1967
年から現代までに、その信頼性の高さから医療用医薬品として148処方の漢方製剤が薬価収載されるに至っている。さらに、近
年では漢方薬の重要性が増し、実に90％以上の医師が漢方薬の処方経験を持つ。すなわち、薬剤師はより専門的な漢方薬の知
識が不可欠になっている。この授業では、薬学の立場から漢方薬を構成している個々の生薬の薬能について理解を深めること
により、漢方製剤を適正に使用できるための基礎知識修得を目的とする。

・一般目標（GIO）

　本授業では、漢方薬の適用症や副作用などを覚えるだけではなく、漢方薬を構成している生薬の作用や役割を理解すること
により、「考え、応用できる漢方」の基礎知識修得を目的とする。

・授業の方法

　教科書を用いて講義形式で授業を行う。

・準備学習（予習・復習）

　予習：1.0時間。「授業計画」の各回の該当箇所について教科書を熟読し、あらかじめ漢方薬の効能などを理解しておくこと。
　復習：1.0時間。学習した漢方薬については、参考図書などを利用し、理解を深めること。また、疑問点などが出てきた場合は、
　　　　オフィス・アワーを積極的に利用し、解決するように心がけること。

・オフィス・アワー

　水曜日の午後５時～６時、Ｂ棟５階　生薬科学研究室

・成績評価

　定期試験結果（85％）、各回に行う確認テスト（15％）により評価する

・試験、課題に対するフィードバック方法

　試験答案を開示し、再試験受験対象者には解説を行う。（確認テストは毎回解説する。）

・学位授与方針との関連

　薬剤師として医療に関わるための基本的知識、特に漢方薬と漢方医学の知識を身につける

・関連する科目

　関連科目：生薬学、薬用天然物化学など
　臨床系関連科目・内容：臨床現場で使用される漢方薬を適切に使用、服薬指導するために、漢方薬を構成している生薬の作
用や役割について整理し、理解を深める科目である。

・教科書

　基礎漢方薬学 芝野真喜雄 京都廣川書店

・参考書

　図解漢方処方のトリセツ　川添和義　じほう
　エビデンス・ベース 漢方薬活用ガイド　松原和夫、伊藤美千穂　京都廣川書店

Introduction to Kampo Medicine
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBO s）・授業内容 コアカリキュラム番号
１ 漢方医学の基礎１ 漢方の歴史について概説できる。

漢方と中医学の特徴について説明できる。
漢方の特徴について概説できる。
陰陽、虚実、寒熱、表裏、気血水、証など、漢方の基本用
語を説明できる。
漢方薬と西洋薬、民間薬、サプリメント、保健機能食品な
どとの相違について説明できる。
漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方、治療法に
ついて概説できる。
現代医療における漢方薬の役割について説明できる。
漢方薬の剤形と特徴について説明できる。

【＊】
【＊】
【E2(10) ①-1】
【E2(10) ①-2】

【E2(10) ①-4】

【E2(10) ②-1】

【E2(10) ②-3】
【＊】

２ 漢方医学の基礎２

３ 漢方医学の基礎３

４ 葛根湯、麻黄湯、麻黄附子細辛湯 日本薬局方収載の代表的な生薬を列挙し、その基原、薬用
部位を説明できる。
日本薬局方収載の代表的な生薬の薬効、成分、用途などを 
説明できる。
副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙し、説
明できる。
漢方薬の薬効を構成生薬の薬能（古典的薬効）で説明できる。
配合生薬の組み合わせによる漢方薬の系統的な分類が説明
できる。
漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方、治療法に
ついて概説できる。
日本薬局方に収載される漢方薬の適応となる証、症状や疾
患について例示して説明できる。
現代医療における漢方薬の役割について説明できる。
漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して説明できる。
日本薬局方に収載されていない頻用漢方処方の適応となる
証、症状や疾患 について例示して説明できる。

【C5(1) ②-1】

【C5(1) ③-1】

【C5(1) ③-2】

【＊】
【E2(10) ①-3】

【E2(10) ②-1】

【E2(10) ②-2】

【E2(10) ②-3】
【E2(10) ③-1】
【＊】

５ 水（津液）に関する生薬、漢方薬：
五苓散、麦門冬湯など

６ 血に関する生薬、漢方薬：
桂枝茯苓丸、当帰芍薬散など

７ 気に関する生薬、漢方薬１：
六君子湯、補中益気湯など

８ 気に関する生薬、漢方薬２：
半夏厚朴湯など

９ 熱に関する生薬、漢方薬：
八味地黄丸、大建中湯、黄連解毒湯
など

10 五臓：心、肝に関する漢方薬

６
年
次
生
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臨床薬剤学
指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆井尻　好雄　　加藤　隆児 ６年次・前期 0.5 必修

・授業の目的と概要

　本科目は、薬理学、薬剤学、薬物治療学さらには、実務実習に立脚した科目である。近年、治療的薬物モニタリング（Therapeutic 
Drug Monitoring; TDM）は、治療的薬物マネジメント（Therapeutic Drug Management）へと変貌しつつある。本科目は、
血中濃度測定を行い個々の患者（個別化）に応じた投与設計が立案できるようになる従来の目的に加えて、薬物治療の個別化
およびコンパニオン診断に関する基本的知識を合わせて修得することを目的とする。さらに本科目では、症例を中心に講義を
行い、治療的薬物マネジメントができるようになることを目的とするアドバンスト科目である。

・一般目標（GIO）

　薬物療法の個別化に貢献できるようにするために、以下の基本的項目を修得する。
　１．治療的薬物モニタリング（代表的な薬剤の薬物の体内動態の特徴の説明）
　２．薬物動態に影響する遺伝的素因および個別化（テーラーメード）薬物治療
　３．新生児、乳児、幼児に対する治療的薬物マネジメント
　４．妊婦、授乳婦に対する治療的薬物マネジメント
　５．腎疾患、肝疾患、心疾患時の治療的薬物マネジメント
　６．高齢者に対するに対する治療的薬物マネジメント
　７．「主の作用」・「副の作用」とDose Limiting Toxicity（DLT）
　８．コンパニオン診断

・授業の方法

　プリントおよびスライドを用いて講義を行う。

・準備学習（予習・復習）

　予習：1.5時間。「授業計画」の各回の該当箇所を予習しておき、疑問点を整理するよう心がけること。
　復習：1.5時間。各回の内容を復習し、理解した内容の講義ノートを作成しておくこと。疑問点があれば、次回までに質問に
　　　　来るなど解決しておくこと。

・オフィス・アワー

　月曜日～金曜日　16：30～17：30、Ｂ棟２階　循環病態治療学研究室（R215）

・成績評価

　定期試験（100%）にて評価する。

・試験、課題に対するフィードバック方法

　試験答案を開示し、再試験受験対象者には解説を行う。

・学位授与方針との関連

　個々の患者に応じた投与設計の立案、薬物治療の個別化およびコンパニオン診断に関する基本的知識を修得し、薬物療法の
マネジメント能力を身に付ける。

・関連する科目

　関連科目：有機化学１～４、物理化学１～３、生化学１～３、薬理学１～４、生物薬剤学１・２、薬物動態解析学など

・教科書

　教科書は特に指定しない。

・参考書

　・「実践処方例とその解説 第２版」林哲也、田中一彦、荒川行生（監修）井尻好雄、加藤隆児（編著）　じほう
　・「病気の地図帳（新版）」山口和克（監修）　講談社
　・「コンパス医薬品情報学」小林道也・中村　仁（編集）井尻好雄（著者）　南江堂
　・「NEO 薬学シリーズ③　Principal Pharmacotherapy」亀井淳三他（編集）　ネオメディカル
　・「図解 薬害・副作用学　改訂２版」川西正祐・小野秀樹・賀川義之（編集）井尻好雄（著者）　南山堂
　・「重篤副作用疾患別対応マニュアル」厚生労働省・井尻好雄（企画・編集）　JAPIC（第1集～第４集）及び厚生労働省
　　（PMDA ホームページ http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iyakuhin/topics/tp061122-1.html）

Clinical Pharmacetics

（☆印は担当代表者）
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBO s）・授業内容 コアカリキュラム番号
１ 処方解析（注射薬も含む）

（井尻）
個別化薬物療法のために処方解析( 注射薬を含む) を行うことがで
きる。処方せんを「見る・読む」のではなく、解読し、病態を想
像することができる。

【E3(3) ④】
【F(2) ②】
【F(3) ③】

２ 治 療 的 薬 物 マ ネ ジ メ ン ト
（TDM）概要
（加藤）

TDM の必要性について説明できる。また、TDM が必要とされ
る代表的な薬剤を列挙でき、その薬物の体内動態の特徴を説明で
きる。

【E4(2) ②】
【F(3) ④5、6、10】

３ 吸収・分布・排泄過程にお
ける薬物相互作用と薬物中
毒時の個別対応

（井尻）

薬物動態に影響する吸収・分布過程での相互作用を列挙し、説明
できる。薬物中毒時の逆時計回りのヒステレシス現象を理解し、
投与計画を立案できる。

【E2(1) ④】
【E4(1) ②、③、⑤】

４ 代謝過程における薬物相互
作用と個別化薬物治療

（井尻）

・代謝過程での阻害・誘導・遺伝的素因を列挙し、説明できる。
・薬物の主作用および副作用に影響する代表的な遺伝的素因につ
　いて、例を挙げて説明できる。
・薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代謝酵素・トラ
　ンスポーターの遺伝子変異など）について、例を挙げて説明で
　きる。

【E3(3) ①、③】
【E4(1) ④】

５ 妊婦、授乳婦、新生児、乳児、
幼児、高齢者に対する個別
化薬物治療（年齢的要因）

（井尻）

・妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・妊娠・授乳期の薬物
　治療で注意すべき点を説明できる。妊婦と薬害について説明で
　きる。
・新生児と薬害について例をあげて説明できる。
・低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児における薬物動態と、
　薬物治療で注意すべき点を説明できる。
・高齢者における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明で
　きる。
・高齢者・透析患者に対する個別化薬物療法ができる。

【A(1) ③】
【E3(3) ②、④】
【E4(1) ⑤】
【F(3) ④】

６ コンパニオン診断
（井尻）

・テーラーメイド薬物治療およびコンパニオン診断について説明
　できる。
・遺伝的素因を考慮した薬物治療について、例を挙げて説明できる。
・コンパニオン診断にもとづく薬物治療について、例を挙げて説
　明できる。

【E3(3) ①、⑤】
【E4(1) ④、⑤】

７ 移植医療
（井尻）

・移植医療の原理、方法と手順、現状およびゲノム情報の取り扱
　いに関する倫理的問題点を概説できる。
・摘出および培養組織を用いた移植医療について説明できる。
・臍帯血、末梢血および骨髄に由来する血液幹細胞を用いた移植
　医療について説明できる。
・胚性幹細胞（ES 細胞）、人工多能性幹細胞（iPS 細胞）を用い
　た細胞移植医療について概説できる。

【E2(8) ②、③】
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医薬品情報評価学
指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆林　　哲也　　恩田　光子　　井尻　好雄 ６年次・前期 1 必修

・授業の目的と概要

　臨床において医薬品情報を有効利用できるようになることを目標として、「薬禍・薬害」、「重篤副作用」、「臨床治験」、「医療
経済」、「費用対効果」などの話題を提供する。なお、適時特別講師を招いての講義を取り入れる。

・一般目標（GIO）

　臨床において医薬品情報を評価するために必要である以下の項目について知識を習得し、さらにそれらを有効利用する能力
を身に付ける。

・授業の方法

　演習問題を提示するなどにより、各自で考えることを重視したうえで解説を行う。また、学生を指名して意見や考えを述べ
てもらい、クラス全体での演習形式にしていく場合や、専門領域の講師を招聘し、現場での実際の話題を提供して頂く場合も
ある。

・準備学習（予習・復習）

　予習：1.5時間。「授業計画」の各回の該当箇所を教科書で予習しておき、疑問点を整理するよう心がけること。
　復習：1.5時間。各回の内容を復習し、理解した内容の講義ノートを作成しておくこと。疑問点があれば、次回までに質問に
　　　　来るなど解決しておくこと。

・オフィス・アワー

　授業終了後１時間以内、Ｂ棟２階　循環病態治療学研究室（R215）

・成績評価

　定期試験（70%）にて評価し、さらに授業中の小テスト（20%）、授業態度で評価する（10%）

・試験、課題に対するフィードバック方法

　試験の模範解答を開示する。小テストは授業終了時回収し、次回授業時に模範解答を配布する。

・学位授与方針との関連

　臨床において医薬品情報を評価・加工する知識を習得し、薬物適正使用に応用できる能力を身に付ける。

・関連する科目

　関連科目：有機化学、物理化学、生化学、薬理学、薬物動態学、医薬品開発学、病態・薬物治療学演習など

・教科書

　・「NEO 薬学シリーズ③　Principal Pharmacotherapy」亀井淳三他（編集）　ネオメディカル
　・「実践処方例とその解説 第２版」林　哲也、田中一彦、荒川行生（監修）井尻好雄、加藤隆児（編著）　じほう
　・「薬剤師業務のさらなる展開～患者中心のケアを目指して～2006年ハンドブック」中山健夫（翻訳版監修）　メディカルドゥ
　・「詳説　薬剤経済学」恩田光子　他　京都廣川書店
　・「病気の地図帳（新版）」山口和克（監修）　講談社

・参考書

　・「疾患と治療薬－医師・薬剤師のためのマニュアル」大内尉義　他　編集　南江堂
　・「ハリソン内科学」福井次矢、黒川清（日本語版監修）　メディカル・サイエンス・インターナショナル
　・「内科学」杉本恒明、矢崎義雄（総編集）　朝倉書店
　・「カルテの読み方と基礎知識」長澤紘一、村田正弘（監修）　じほう
　・「薬剤師のための臨床検査の知識」池田千恵子　じほう

Evaluative Analyses of Drug Information and Medical Evidence

（☆印は担当代表者）
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBO s）・授業内容 コアカリキュラム番号
１ 薬禍・薬害

（井尻）
薬禍・薬害を列挙できる。 【A(1) ③4、6、7】

２ 重篤副作用疾患別対応マニュアル＆
リスクマネジメントプラン（RMP）

（井尻）

重篤副作用疾患別対応マニュアル&RMP を理解し、重篤副作
用の初期症状を列記し、対処することができる。また、これ
らの重篤副作用について被疑薬物を列挙できる。

【A(1) ③1、3、5】
【E1(4)1-3】

３ 治験（１）
（林、外部講師・津田）

治験の全体像について理解し、説明できる。 【B(2) ②3)】

４ 治験（２）
（林、外部講師・久島）

薬剤師の役割、治験コーディネーターの業務を理解すること
ができる。

【B(2) ②3】

５ 治験（３）
（林、外部講師・藤阪）

治験業務に携わる各組織の役割と責任について理解し、説明
できる。

【E3(1) ⑥】

６ 薬剤経済学概説
（恩田）

・薬剤経済学とは何か（学問体系からみた位置づけ）
・薬剤経済学を学ぶ意義（薬剤経済学は何の役に立つのか）
・薬剤経済学を学ぶ上で大切な視点（経済学的な基礎知識）
・薬剤経済学研究のフレームワーク
　医薬品の市場の特徴と流通の仕組みについて概説できる。
　薬物療法の経済評価手法について概説できる。

【B(3) ②1】
【B(3) ②4】

７ 経済分析の方法論
（恩田）

・薬剤経済評価分析の方法
・コストとアウトカム
・費用最小化分析
・費用効果分析
・費用効用分析
・費用便益分析
　薬物療法の経済評価手法について概説できる。
　代表的な薬剤経済評価手法を用いて、薬物治療の効率性を
　評価できる。（薬学アドバンスト教育ガイドライン）

【B(3) ②4】
【B ③6】

８ 経済評価分析の結果の解釈
（薬剤師によるアウトカムリサーチ）
（恩田）

・ICER による比較
・費用効果需要曲線
・経済評価分析の留意点
　薬物療法の経済評価手法について概説できる。
　代表的な薬剤経済評価手法を用いて、薬物治療の効率性を
　評価できる。（薬学アドバンスト教育ガイドライン）

【B(3) ②4】
【B ③6】

９ 分析のアプローチと演習
（恩田）

・決定樹（decision tree）によるモデル分析
・マルコフモデルによるモデル分析
・感度分析
　薬物療法の経済評価手法について概説できる。
　代表的な薬剤経済評価手法を用いて、薬物治療の効率性を
　評価できる。（薬学アドバンスト教育ガイドライン）

【B(3) ②4】
【B ③6】

10 医療リアルワールドデータと
医薬産業

（林、外部講師・川上）

製薬産業と医薬行政について理解し、説明できる。 【B(3)】
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病態・薬物治療学演習
指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆松村　人志　　島本　史夫　　林　　哲也　　井尻　好雄　　幸田　祐佳 ６年次・前期 0.5 必修

・授業の目的と概要

　疾病の病態生理とその薬物治療に関して、提示された臨床症例課題に対して、論理的な思考を通して、適切な解決に至るこ
とができるよう、演習形式で訓練する。

・一般目標（GIO）

　患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定および医薬品情報・安全性や治療ガイドラインを考慮した適正な薬物治療に
参画できるようになるために、疾病に伴う症状などの患者情報を解析し、最適な治療を実施するための薬理、病態・薬物治療
に関する基本的事項を修得する。

・授業の方法

　与えられた症例課題に対して、まずは自分で考え、さらに教員の解説を理解した上で、より深い解決に至るよう、演習形式
により学習する。

・準備学習（予習・復習）

　予習：1.5時間。授業の範囲について、以前の薬物治療学で学習したことを見直しておく。
　復習：1.5時間。同じ課題に遭遇した場合に、適切に対応できるよう周辺知識も含めて復習をする。

・オフィス・アワー

　　Ａ・Ｂクラスが終了してから１時間（木曜日16：10～17：10）。場所は各担当教員の研究室。

・成績評価

　第１回目～第５回目までの各演習内小テストにおける評価点を平均して、最終評価点とする。

・試験、課題に対するフィードバック方法

　各小テストの解答は担当教員の研究室の前に張り出すので、見に来てください。

・学位授与方針との関連

　チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識を身に付けると共に、知識を駆使した上での医療上の判断力を向上させる。

・関連する科目

　関連科目：薬物治療学

・教科書

　　井尻担当のみ　実践処方例とその解説　林　哲也、田中一彦、荒川行生　監修　じほう

・参考書

　薬物治療学　吉尾　隆　他　編集　南山堂
　Pricipal Pharmacotherapy　亀井淳三、齋藤英胤　編集　ネオメディカル

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBO s）・授業内容
１ オリエンテーション、

精神疾患
（松村人志）

国家試験の過去問を参考にした、うつ病と双極性障害の薬物治療に関する症
例を提示するので、まずは自分で考えて回答してもらい、その後、解説を行
う。最後に小テストとして、類似の症例問題を提示するので、それに対する
回答を回収して採点する。【演習内小テストで採点する】

【E2-(1)- ③-5】

２ 消化性潰瘍の病態と
薬物治療

（島本史夫）

消化性潰瘍の病態・検査・薬物治療に関する総合的知識を習得するために、
臨床症例および問題点・課題を提示するので、それについて各人が教科書や
ネット検索によりレポートを作成する。その後に解説を行い、最後に習得度
確認のための小テストを行う。【演習内小テストで採点する】

【E2-(4)- ②-1】

３ 循環器疾患
（林　哲也）

循環器領域での重要な疾患について、国試や模試などの過去問を参考に作成
した症例問題を題材として、演習と解説を行う。【演習内小テストで採点する】

【E2-(3)-①-1～4】

４ がん患者の処方解析
（井尻好雄）

がん患者の処方例『実践処方例とその解説』（じほう）p42、48、53、82、
91、109、119、127、138、188、248、280、346、382、384、386、392から病
態を想像し、TNM 分類による患者の病態について討論する。

【演習内小テストで採点する】

【E2-(7)- ⑦-1～3 
⑧-1～13 ⑨-1、2】

５ 糖尿病と感覚器障害
（幸田祐佳）

糖尿病患者の症例を提示するので、患者の病態・薬物治療について、まずは
自分で考えて回答してもらい、その後、解説を行う。最後に小テストとして、
類似の症例問題を提示するので、それに対する回答を回収して採点する。

【演習内小テストで採点する】

【E2-(5)- ①-1】
【E2-(6)- ①-1】

Exercises in Pathophysiology and pharmacotherapeutics

（☆印は担当代表者）
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薬学総合演習
指導教員 年次・期間 単位 選必区分

岩永　一範 ６年次・通年 4 必修

・授業の目的と概要

　本学における6年間の薬学教育の集大成として設置された科目であり、薬学部卒業時に備えているべき知識およびそれに基づ
く総合的な判断力を身につけることを目的とする。薬剤師国家試験科目として設定されている「物理・化学・生物」、「衛生」、「薬
理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」、「法規・制度・倫理」、「実務」のすべての科目について、その出題基準に基づいて講義、演
習形式での学習を行う。

・一般目標（GIO）

　薬剤師に必要な知識及びそれに基づく総合的な判断力を修得する。

・授業の方法

　講義、演習形式で授業を行い、随時補講を行う。

・準備学習（予習・復習）

　予習：２時間。講義範囲について、これまで学んできたことを振り返り、わからない個所をあらかじめ整理した上で講義に
　　　　臨むよう準備を行う。
　復習：２時間。学習した内容について、問題集等を解くこと等により知識の定着をはかる。

・オフィス・アワー

　多くの教員が担当するため、基本的に講義終了時間帯に質問等は受け付ける。

・成績評価

　２回の正規試験結果に基づいて評価を行う（100%）。講義、補講、薬学総合演習総合試験への出席状況のチェックは厳格に行い、
出席状況により正規試験の受験が認められないことがある。

・試験、課題に対するフィードバック方法

　複数回行われる薬学総合演習総合試験により学習到達度をはかり，診断カルテを用いて特別研究担当教員よりフィードバッ
クを行う。

・学位授与方針との関連

　医療人とて相応しい倫理観と社会性を持ち、薬剤師として医療に関わるための基本的知識を身に付ける。

・関連する科目

　関連科目：薬剤師国家試験出題基準に相当する内容を含むすべての科目

・教科書

　薬剤師国家試験対策参考書2019年版　１「物理」、薬剤師国家試験対策参考書2019年版　２「化学」、薬剤師国家試験対策参
考書2019年版　３「生物」、薬剤師国家試験対策参考書2019年版　４「衛生」、薬剤師国家試験対策参考書2019年版　５「薬理」、
薬剤師国家試験対策参考書2019年版　６「薬剤」、薬剤師国家試験対策参考書2019年版　７「病態・薬物治療」、薬剤師国家試
験対策参考書2019年版　８「法規・制度・倫理」、薬剤師国家試験対策参考書2019年版　９「実務」（薬学ゼミナール　編集）

・参考書

　領域別既出問題集、第96～第102回薬剤師国家試験（薬学ゼミナール　編集）、回数別既出問題集　第103回薬剤師国家試験
（薬学ゼミナール　編集）

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBO s）・授業内容
「物理・化学・生物」 薬剤師国家試験出題科目の一つである「物理・化学・生物」について、薬剤師として必要な知

識および総合的判断力を評価する問題に対応できる。
「衛生」 薬剤師国家試験出題科目の一つである「衛生」について、薬剤師として必要な知識および総合

的判断力を評価する問題に対応できる。
「薬理」 薬剤師国家試験出題科目の一つである「薬理」について、薬剤師として必要な知識および総合

的判断力を評価する問題に対応できる。
「薬剤」 薬剤師国家試験出題科目の一つである「薬剤」について、薬剤師として必要な知識および総合

的判断力を評価する問題に対応できる。
「病態・薬治」 薬剤師国家試験出題科目の一つである「病態・薬物治療」について、薬剤師として必要な知識

および総合的判断力を評価する問題に対応できる。
「法規・制度・倫理」 薬剤師国家試験出題科目の一つである「法規・制度・倫理」について、薬剤師として必要な知

識および総合的判断力を評価する問題に対応できる。
「実務」 薬剤師国家試験出題科目の一つである「実務」について、薬剤師として必要な知識および総合

的判断力を評価する問題に対応できる。

Exercises in Comprehensive Pharmaceutical Sciences
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特別演習・実習
指導教員 年次・期間 単位 選必区分

５年次前期～
６年次後期 18 薬学科：必修

・授業の目的と概要

　未知の自然科学に挑戦する手法を習得するため、配属先の教員の指導の下で薬学関連テーマの研究を遂行する。

・一般目標（GIO）

　研究課題の達成までのプロセスを体験し、研究遂行に必要な知識・技能を修得すると共に、研究成果について議論・発表・
まとめる能力を養成する。

・到達目標（SBO s）

　１．研究課題に関連するこれまでの研究成果の問題点を抽出できる。
　２．研究課題に関連する論文を読み、理解できる。
　３．実験計画または研究調査計画を立て、実験または研究調査を実施できる。
　４．研究の結果をまとめることができる。
　５．研究の結果を考察し、評価できる。
　６．研究の結果を発表し、質疑応答ができる。
　７．研究の成果を報告書や論文としてまとめることができる。

・授業の方法

　文献調査、演習並びに実験

・準備学習（予習・復習）

　予習：あらかじめ実験・調査手順を予習しておくこと。
　復習：実験・調査の結果をまとめ整理しておくこと。

・オフィス・アワー

　配属研究室の教員に確認すること。

・成績評価

　２年間の研究活動の中で様々な「技能」を身につけながら、得られた成果のまとめとして「研究発表」の実施と「卒業論文」
の作成を行う。評価項目として、２年間の研究活動に対する「態度」、この間に身につけた「知識・技能」、さらに「研究発表」
および「卒業論文」を評価する。各評価項目について、それぞれ別に定めた５つの評価細目を５段階で評価する。「態度」、「技
能」の評価項目では、評価が１点の細目がそれぞれ２つ以下であること、および、「研究発表」、「卒業論文」については、１点
の評価の細目数が２名の教員の合計で４つ以下であること、を合格基準とする。

・試験、課題に対するフィードバック方法

　研究室で行う実験報告会での発表や実験報告書の提出に対して助言を行う。

・学位授与方針との関連

　薬の専門家として必要な幅広い科学的知識・技能・態度を修得し、課題の発見・解決力を醸成しながらコミュニケーション
能力及びプレゼンテーション能力を養う。

・関連する科目

　臨床系関連科目・内容：与えられた研究テーマを遂行することにより、論理的思考を学び問題発見・解決能力を醸成する。

Laboratory Exercises and Practice

64



教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

薬 品 物 理 化 学
友 尾　 幸 司
尹 　 康 子

①遺伝情報翻訳開始反応機構の解明
　遺伝情報を読みとり、タンパク質の生合成を開始させるのに必要な蛋白質や、その反応を制御する翻訳
調節因子等の一連の蛋白質の立体構造をＸ線結晶構造解析法等により解析し、その生理機能の仕組みを分
子レベルで明らかにして翻訳開始反応機構を解明する。
②認知症に関与するタウ蛋白質の構造と機能の解明ならびに認知症治療薬の開発
　アルツハイマー型認知症の脳内では、微小管結合蛋白質であるタウ蛋白質の不溶性フィラメント形成が
確認される。本来可溶性のタウ蛋白質が不溶性になるメカニズムを、種々の分光学的方法を駆使して構造
化学的に解明する。
③放線菌におけるATP 結合カセット（ABC）トランスポーター依存型糖取り込み機構の解明
　ABC トランスポーターは、ATP の加水分解によって得られるエネルギーを駆動力として細胞から細
胞内へ糖類、アミノ酸等の多様な物質を輸送する。微生物ABC トランスポーターの一つである、放線菌
S.thermoviolaceus  OPC-520由来xylobiose/xylooligosaccharide トランスポーターは、BxlA、BxlE、BxlF、
BxlG の４種のタンパク質群からなる。これらの各タンパク質の構造と機能を解析し、本放線菌における糖
輸送機構を解明する。
④新規抗菌薬の開発を目指した病原性細菌の鉄取り込み機構の解明
　病原細菌の一つであるVibrio vulnificus  M2799は、生育に鉄イオンを必須とする。その鉄イオンの取り込
みには様々なタンパク質が関与し非常に複雑な機構を有する。それら鉄イオン取り込みに関与するタンパ
ク質について構造機能解析を行い、得られた構造情報から抗菌作用を有すると推測される鉄イオン取り込
み阻害物質の分子設計を行う。
⑤生理活性物質、特にＣ－末端アミド化ペプチドの構造と機能に関する研究
　生体内に存在しているペプチド、特にＣ－末端部分がアミド化されたペプチドには極めて特異な生理活
性をしめる化合物が多く存在している。なぜ生理活性の発現にＣ－末端アミド化が必要かを解明するため
に、それらの立体構造をＮＭＲやＸ線などを用いて解析し、その機能との相関について調べる。そして、
より高活性な分子を設計する。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

分 子 構 造 化 学
土 井　 光 暢
浅 野　 晶 子
加 藤　 巧 馬

①コンホーメーションコントロールについて
　生理活性を有するペプチドの中には、その立体構造がレセプターとの結合に大きな影響を与えることが
ある。これらのペプチドに化学修飾を行うことで、立体構造を自由に変化させ、さらには活性をもコントロー
ルすることで、アゴニスト、アンタゴニストの開発を行う。
②基本構造モチーフに基づいたペプチドのデザイン
　αヘリックスやβターンなどの基本構造をとりやすいアミノ酸の組合せが知られている。これらをベー
スにより安定化させた構造や、制御された会合体のデザインを行う。
③非天然型アミノ酸を用いた膜透過性ペプチドの開発
　膜透過性ペプチドは様々な物質を細胞内へ輸送するためのツールとして注目されている。天然のアミノ
酸だけでなく非天然型のアミノ酸を用いることで新しいタイプの膜透過性ペプチドを合成し、その機能評
価を行う。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

生 体 分 析 学
天 滿 　 敬
平 田　 雅 彦
近 藤　 直 哉

①新しい画像診断薬剤（分子イメージングプローブ）の開発研究
　各種のがん疾患、動脈硬化等の血管疾患、脳梗塞・心筋梗塞等の虚血性疾患、アルツハイマー病等の脳
神経疾患や、それら多くの疾患に共通する病態である炎症やエネルギー代謝変化等を対象に、それらの病
態メカニズムと臨床要求性を考慮の上、各種疾患の質的診断や効率的な治療の推進に貢献しうる新しい画
像診断薬剤（分子イメージングプローブ）の開発研究を行う。
②分子イメージングを用いた病態の画像解析に関する研究
　これまでに当研究室で開発した画像診断薬剤（分子イメージングプローブ）と各種の病態モデル動物を
用いて、標的とする生体内機能分子の挙動追跡の可能性、および、得られる画像解析結果をイメージング
バイオマーカーとした診断への応用可能性について検討する。
③ホウ素中性子捕捉療法によるがん治療の効率化のための分子イメージングを基盤としたセラノスティク
　ス研究
　がん細胞内部に送達したホウ素の核反応を利用するホウ素中性子捕捉療法（BNCT）は、革新的な治療
効果を発揮する新しいがん治療法である。BNCT 領域における最大の課題は、新しいホウ素薬剤の開発、
および、その有効性を評価するための方法論開発にあることから本研究課題では、がんへの効率的な送達
を可能とする新しいホウ素薬剤、および、その画像化を可能とする分子イメージングプローブ開発を行う。
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教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

有 機 薬 化 学
春 沢　 信 哉
宇 佐 美　 吉 英
米 山　 弘 樹

①ヒスタミンH3レセプター（H3R）を基盤とする創薬研究 
　アルツハイマー病などの治療薬として期待されるH3R アンタゴニストの開発と、これを基にした乳がん
細胞増殖抑制化合物への応用
②合成中間体シアノホスフェートの新反応の開発
　シアノホスフェートからテトラゾールの生成- 脱窒素反応の研究とその応用
③抗がん薬の開発を目指した生理活性天然物の全合成研究
　海洋由来抗腫瘍天然物の全合成ならびにその関連化合物の合成を行い、制がん剤あるいは抗ウイルス薬
の創製を目指す。また、メラニン色素形成阻害剤の創生を目指すシクロペンテノン型海洋天然物の合成に
ついても検討する。
④複素環化合物の官能基導入反応の開発
　医薬品を社会に安定供給するために、プロセス化学を指向した新たな反応剤の創製を機軸とする、効率
的官能基変換反応の開発を目指す。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

機能分子創製化学
浦 田　 秀 仁
和 田　 俊 一
林 　 淳 祐

①新規修飾核酸の合成法の開発とＲNA 干渉など生体反応制御分子としての応用
　アンチセンス法やＲNA 干渉法は特定の遺伝子発現を抑制する方法で、この概念に基づいた核酸医薬を
様々な疾病の治療法として応用する試みがなされている。しかし、核酸医薬が効果的に作用を発揮するに
は膜透過性や生体内の各種分解酵素に対する安定性が重要となる。そこで、膜透過性や生体内での安定性
の向上を目指した新たな修飾核酸を設計・合成し、そのin vitroでの遺伝子発現抑制効果の検討を行っている。
②細胞内移送能を有するキャリアペプチドの開発
　アンチセンスやsiRNA など核酸医薬に用いられるオリゴヌクレオチドは細胞膜を通過して細胞内に入る
ことができない。この問題を解決するために、核酸医薬を細胞内に移送する機能を有したキャリアーペプ
チドを設計・合成し、その in vitro 細胞評価を行っている。
③金属イオンが二本鎖DNA の安定性および複製反応に及ぼす影響
　DNA は、核酸塩基間の水素結合を介して二重らせん構造を形成する。一方で、核酸塩基は様々な金属イ
オンと結合するという性質を持ち、金属イオンを介した塩基対が形成されることが近年明らかになってき
た。当研究室では、DNA ポリメラーゼが金属錯体型塩基対の形成をを介した複製反応を触媒することを世
界に先駆けて見出した。現在、本反応の詳細、限界について検討を行っている。
④鏡像体核酸の合成とその機能性分子素子としての応用
　DNA やRNA は構成成分として光学活性なＤ型リボースを有する。その鏡像体であるＬ型リボースは天
然には存在せず、Ｌ型リボースから成る核酸は生体内の核酸分解酵素に認識されないことから非常に優れ
たな安定性を有する。このような鏡像体核酸の生体内安定性を利用してin vivo で利用可能な各種バイオセ
ンサーなどへの応用を検討している。
⑤生体分子のらせん構造を不斉源とする不斉合成法の開発
　DNA やペプチドのヘリックス構造は不斉場を形成しており、水中で不斉（立体選択的）合成を行う際の
不斉源として利用できる可能性がある。そこで、不斉源となる短鎖のDNA やペプチドを化学合成し、これ
らを利用した不斉合成の検討を行っている。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

医 薬 分 子 化 学
山 田　 剛 司
菊 地 　 崇

①センダン科植物アンデローバ種子の新規リモノイドの構造とコラーゲン分泌促進作用
②エリンギの含有する新規 ergostane 型ステロイドの絶対構造とNO 産生抑制活性
③タンポポ （Taraxacum officinale）根のトリテルペノイド
④タモギダケに含まれる変型ergostane 型ステロイドの絶対構造
⑤海洋生物由来菌類の産生する新規細胞毒性物質に関する探索研究
⑥上記化合物の生理活性：P388、L1210、HL-60、KB 細胞に対する細胞増殖阻害活性
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教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

生 薬 科 学
谷 口　 雅 彦
芝 野　 真 喜 雄
平 田　 佳 之

①各種生薬成分の構造解析と生理活性に関する研究
②植物中のグルコシダーゼ阻害活性成分の検索と特異的阻害剤の開発研究
③生薬の国内生産に関する基礎研究
④サプリメントの有用性に関する研究
⑤グリチルリチン含量を上げるための栽培法の確立と甘草の化学的品質評価法に関する研究
⑥タンパク質 ‐ タンパク質相互作用を阻害する新規天然化合物の探索研究
⑦Sirtuin に作用するヘアケア・ヘアキュア化粧品の開発

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

生 化 学
福 永　 理 己 郎
藤 井 　 忍
藤 井　 俊 裕

①サイトカインによる造血細胞の増殖・分化の分子機構の解明：
　造血サイトカイン、特にG-CSF（顆粒球コロニー刺激因子）による好中球前駆細胞の細胞増殖と細胞分
化の分子メカニズムを明らかにするために、ヒトやマウスの骨髄球培養細胞における遺伝子発現や細胞内
情報伝達に関わるタンパク質の分子機能と生理的役割を研究する。
②プロテインキナーゼを介した細胞内情報伝達の分子機構の解明：
　細胞の増殖・がん化・分化に重要な役割を果たす細胞内情報伝達に関わるプロテインキナーゼ群、特に
MAP キナーゼカスケードに焦点を当て、MAP キナーゼやMnk キナーゼの標的タンパク質を探索・同定し、
その分子的・生理的機能を明らかにする。
③ロイシンリッチα2グリコプロテイン（LRG）の機能解明：
　ほ乳類の血液中に存在するLRG は毒ヘビ血液中に存在するホスホリパーゼA2阻害タンパク質と相同性を
示す。哺乳類細胞発現系を用いた組換えLRG の作製や、血清から精製したLRG を用いて、リガンドの探索
を行うとともに、Ｘ線結晶解析を用いてその相互作用を明らかにする。
④ホスホリパーゼA2阻害タンパク質の構造と阻害機構の解明：
　本研究室で発見した３種類のホスホリパーゼA2阻害タンパク質について、哺乳類細胞発現系を用いた組
換えタンパク質の大量発現とX 線結晶解析、部位特異的変異体を用いたホスホリパーゼA2との相互作用の
解析などについて検討する。 
⑤リン脂質加水分解酵素の触媒機能の解明：
　リン脂質加水分解酵素を生体から精製、もしくは、大腸菌を用いた発現系を構築して精製し、酵素反応
速度論に基づいて種々の実験を行うことにより、どのような反応機構で酵素が基質に作用するのかを明ら
かにする。
⑥リン脂質加水分解酵素の低分子阻害剤による阻害機構の解明：
　低分子の酵素阻害物質、特に基質と構造のよく似た化合物や金属イオンを用い、酵素反応に対する阻害
作用、およびその物質と酵素との結合を酵素反応速度論に基づいて解析することにより、酵素と阻害物質
との結合様式を明らかにする。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

病 態 生 化 学
藤 森 　 功
小 池　 敦 資
前 原　 都 有 子

①肥満制御に関する研究
　肥満を制御するメカニズムを解明し、肥満を解消･ 予防する薬剤を開発する。
　１）脂質メディエーターによる肥満制御機構の解明と新規抗肥満薬の開発
　２）NASH 進展における脂質メディエーターの機能解明
　３）極長鎖脂肪酸合成酵素と代謝異常疾患制御における機能解明
　４）肥満のエピジェネティクス制御
②褐色脂肪細胞に関する研究
　１）白色脂肪細胞を褐色脂肪細胞（ベージュ細胞）に変化させる化合物の同定と作用機構の解析
　２）白色脂肪細胞において、熱産生系を活性化する機構の解析
③天然物由来成分あるいは機能性食品成分を用いた細胞の分化制御に関する研究
　１）肥満抑制作用を有する成分の同定と作用機構の解析
　２）脂肪細胞の褐色化（ベージュ化）を誘導する成分の同定と作用機構の解析
　３）筋細胞への糖の取込みを促進する成分の同定と作用機構の解析
　４）脂肪分解を促進する成分の同定と作用機構の解析
　５）活性酸素による神経細胞死を抑制する成分の同定と作用機構の解析
④エイコサノイドの産生制御機構に関する研究
　エイコサノイドの産生を制御する分子メカニズムを明らかにする。
　１）エイコサノイド合成酵素の活性化と分解機構の解明
　２）エイコサノイド合成酵素の細胞内局在の解析
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⑤骨芽細胞や筋細胞の分化制御に関する研究
　間葉系幹細胞から、分化方向決定および活性化に関与する分子機構を解明する。
　１）筋分化を調節する物質の同定との分子機構の解明
　２）骨芽細胞および破骨細胞の活性化の分子機構の解明
⑥モデル生物を用いた脂質代謝制御機構の解明と薬剤開発
　モデル生物である線虫を用いて脂質代謝制御機構を解明する。
　１）脂質代謝関連遺伝子の単離と遺伝子破壊による機能解析
　２）線虫の変異株の作製と薬剤開発
⑦新規核内受容体FXR 調節薬の開発
　１）新規の核内受容体FXR のアゴニストおよびアンタゴニストの合成と肥満およびNASH における効果
　　　の検討

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

微 生 物 学
宮 本　 勝 城
土 屋　 孝 弘

①環境微生物: バイオマスの有効利用を目的とするキチンおよびキシラン分解機構に関する分子生物学的研究
（１）海洋細菌のキチン分解機構に関する分子生物学的研究 
（２）好熱性放線菌のキチン・キシラン分解機構に関する分子生物学的研究
（３）海洋細菌および好熱性放線菌のドラフトゲノム解析

②病原微生物: 感染症治療薬の開発を目的とする病原微生物による疾病発症機構に関する分子生物学的研究
（１）病原細菌の宿主生体中における生存および増殖機構の解明
（２）病原細菌の病原性発現に関与するシグナル伝達機構
（３）病原細菌に対する免疫応答の解析
（４）多剤耐性菌に対する新規抗菌物質の開発

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

生体機能解析学
坂 口 　 実
田 中 　 智

①癌細胞の増殖に対する薬物の効果とそのメカニズムの解明
　乳腺癌や胃癌細胞などの増殖を抑制する新規な化合物の作用メカニズムを解明してその有用性を検討する。
②細胞増殖や細胞死におけるプロテアーゼの役割の解明とその阻害薬の癌治療への応用
　細胞の増殖や細胞死におけるプロテアーゼの機能を解析し，プロテアーゼ阻害薬の癌治療への応用を目
指す。
③細胞の生存や傷害の保護および分化促進活性を有する化合物の探索
　生薬や食品由来化合物について細胞の増殖・生存・分化・アポトーシス死に及ぼす影響を検討し、制癌
作用や細胞機能維持に有用な化合物を探索してその有用性を検討する。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

環境分子生理学
藤 本　 陽 子
佐 久 間　 覚
東 　 剛 志

①活性酸素の生成調節機構ならびに病態生理学的意義に関する研究
　生体内における活性酸素の生成調節機構ならびに病態生理学的意義を探求し、酸化ストレスがかかわる
疾病を防御する薬物の開発を試みる。
②アラキドン酸由来生理活性物質の産生調節機構に関する研究
　シクロオキシゲナーゼ１および２、リポキシゲナーゼの活性ならびに遺伝子レベルに対する各種生体内
物質および薬物の影響を検討することにより、動脈硬化症や炎症性疾患の発症と進展の機構の解明ならび
にその発症を防御する薬物の開発を試みる。
③生活習慣病を誘発する肥満の分子機構に関する研究
　脂肪細胞の増殖・分化における生体内調節機構を解明し、それを防御する薬物の開発を試みる。
④新規制がん剤の創製に関する研究
　肝臓、胃、肺ならびに大腸がん細胞の増殖に対する脂質関連物質の影響を細胞ならびに分子レベルで明
らかにし、新規制がん剤の創製を試みる。
⑤環境化学物質の生体影響に関する研究
　環境化学物質が引き起こす生体影響の分子メカニズムの解明、ならびにそれらの影響を調節する薬物の
開発を検討する。
⑥環境を汚染する医薬品類を対象にした流域水質管理に関する研究
　河川や下水処理場、医療機関を対象に医薬品による環境汚染問題の実態及び動態を明らかにするととも
に、除染技術の開発を試みる。
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教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

薬 剤 学
永 井　 純 也
宮 崎 　 誠
竹 林　 裕 美 子

①病態時における薬物動態変動の分子機構解析とそれに基づく薬物投与法の至適化に関する研究
　薬物動態の主要な４つの過程である「吸収」「分布」「代謝」「排泄」には、トランスポーターや代謝酵素
などの薬物動態制御分子が重要な役割を果たしている。本研究では、様々な病態時における薬物動態制御
分子の発現や機能変動を解明すること目的として、分子レベルから全身レベルにわたる研究を展開する。
②薬物動態制御分子を標的とした薬効増強および副作用低減に関する研究
　薬物が薬効を発現するためには、作用発現する部位へ到達する必要がある。一方で、副作用発現の原因
の一つに望まない部位への薬物の到達が挙げられる。こうした薬物の特定の部位への到達には、トランス
ポーターなどの薬物動態制御分子が関与していることが多い。本研究では、これら薬物動態制御分子を標
的とすることで、特定部位への効率的な薬物の送達あるいは移行回避を行うことで、薬効の増強あるいは
副作用低減を目指した研究を行う。
③薬物のPK-PD 解析に基づいた最適投与計画の設計
　薬物投与後の薬理効果の時間的変化は、薬物の生体内動態とは必ずしも一致しない。そこで薬物の生体
内動態（PK）と薬理効果（PD）の経時変化を数学的モデルを用いて定量的に関連づけ（PK-PD 解析）、
薬効の時間的推移の予測を行うことで、薬物のより安全で効果的な投与計画を評価・立案を行う。
④生体機能の日周変動を考慮した薬物の最適投与計画の設計
　薬物の生体内動態や薬物に対する生体の反応（薬理作用）は、種々の生体機能の影響を受ける。しかし、
これら生体機能は24時間一定ではなくあるリズムで日周変動している。本研究は、薬物のPK-PD と生体の
日周変動との関係を明らかにし、新たな薬物投与計画の立案を行う。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

製 剤 設 計 学
戸 塚　 裕 一
門 田　 和 紀
内 山　 博 雅

①機能性添加剤を利用した難水溶性有効化合物の溶解性・吸収性改善
　新規の製剤設計あるいは機能性食品開発にも有用な機能性粉末の開発を目指す。
②高分子や糖類を用いた新規分散系の検討
　医薬品、食品、化粧品などの処方に応用可能な新規複合体やナノクラスター構造などを開発する。
③経肺投与に適した機能性微粒子の研究
　人体の毒性リスクが低く、かつ高効率に到達するような微粒子の開発を目指す
④難溶性有効成分の微粒化による溶解性・吸収性の改善
　粉砕を利用した難溶性成分の微粒化により医薬品や健康食品に有用な粒子開発を行う。
⑤数値シミュレーションによる肺到達型機能性粒子の設計
　数値シミュレーションを利用して高効率で肺内に送達可能な粉末吸入製剤の設計
⑥in vitro-in vivo の関係性を精度よく予測できる試験系の構築（注射および経肺投与に関して）
　in vitro-in vivo の関係性を予測できる評価系の構築を行うことで、シミレーションによる予測の精度を
高める研究（細胞および動物も使用予定）

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

病態分子薬理学
松 村　 靖 夫
大 喜 多　 守
中 川　 恵 輔

①内皮由来血管収縮ペプチド、エンドセリンの産生調節機構
　ブタおよびヒトの培養血管内皮細胞を用い、エンドセリン産生調節機構について、遺伝子発現および転
写調節機構の観点から検討している。
②種々循環器疾患の発症と進展機構におけるエンドセリンの病態学的役割
　おもにラットを用いて、高血圧、急性および慢性腎不全、虚血性心臓疾患および脳血管障害などの実験
的モデル動物を用いて、病態の発症と進展における様々な生体因子の役割をエンドセリンを中心に、検討
している。
③腎交感神経活動とその調節機構
　麻酔動物を用いて、腎交感神経活動・腎交感神経からのノルエピネフリン放出と腎機能変化におよぼす
種々の生理活性物質（NO など）や各種薬物の影響について検討している。
④循環器疾患と性差
　虚血性腎障害、血管肥厚並びに動脈硬化モデルなどを用いて、病態の発症・進展における性差メカニズ
ムについて検討している。
⑤交感神経からのノルエピネフリン放出機構
　腸間膜動脈や心臓の灌流標本を用いて、交感神経からのノルアドレナリン放出機構について種々の観点
から検討している。
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⑥抗酸化性機能性食品素材の新規生理活性に関する研究
　セサミンやフラバンジェノールなど、各種ポリフェノール成分の抗高血圧作用や血流改善効果などの作
用メカニズム解明を目指している。
⑦肺性高血圧の病態発症と薬物治療
　種々の肺性高血圧実験モデルを用いて、その発症機構と薬物による病態改善効果について検討している。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

薬品作用解析学
大 野　 行 弘
河 合　 悦 子
清 水　 佐 紀

①精神神経疾患の病態・薬物治療研究
　種々の疾患モデル動物を用い、統合失調症、抑うつ・不安障害、パーキンソン病、てんかん等の精神神
経疾患の病態メカニズムを解明し、新たな治療法を開発する。
②中枢ドーパミンおよびセロトニン神経系の機能解析研究
　精神・運動機能の調節におけるドーパミンおよびセロトニン受容体の役割と制御メカニズムを、行動薬
理学、電気生理学、神経化学的手法を用いて解析する。
③てんかん病態研究
　脳の神経伝達に関わる機能分子（アストログリアK+ チャネルKir4.1、シナプス小胞蛋白SV2A など）に
着目し、そのてんかん病態における役割と治療ターゲットとしての有用性を解明する。
④中枢神経作用薬の薬理研究
　種々の中枢神経作用薬（抗精神病薬、薬ニコチン受容体作用薬、振戦治療薬など）の薬理特性と作用機
序を解明し、新たな治療法の確立に貢献する。
⑤薬の副作用で起こる腎障害の発症機序およびその修復機序に関する研究

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

循環病態治療学
林 　 哲 也
井 尻　 好 雄
加 藤　 隆 児

「動脈硬化・心不全の発症と進展に関する研究」「薬剤適正使用のための研究」
・酸化ストレスが動脈硬化や心不全の発症・進展に及ぼす影響とラジカルスカベンジ療法の有効性
・睡眠時無呼吸症候群に関連する間歇的低酸素負荷に伴う心・血管・腎・脳のストレス応答
・肺高血圧症と右室リモデリングの分子形態学的メカニズムと治療薬の開発
・新たな抗凝固薬による心・血管保護効果の可能性とそのメカニズムの解明
・ヒトiPS 細胞を用いたCardio-Oncology の基礎と臨床
・３次元培養を用いたin vitro アッセイシステムによる重篤副作用の予測
・TNF- α関連致死的疾患に対する早期バイオマーカーの確立と新規治療薬の開発

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

薬 物 治 療 学
松 村　 人 志
幸 田　 祐 佳
田 中　 早 織

①脳と精神と行動に関するさまざまな障害の原因・予防・治療・ケア等について、臨床医学・薬物治療学
的観点からの臨床研究と、ラット等を用いた神経科学的研究を、並行して行っている。現在取り組んで
いるのは、睡眠及び依存に関する神経科学的研究、抗精神病薬に関する臨床研究である。

②肥満・糖尿病合併症を含め種々の酸化ストレス疾患の病態解明のみならず制御ならびに予防法の確立を
目指す。

③生体防御機能に関する基礎研究を京都府立医科大学の細胞生理学教室と共同で行う。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

薬 物 治 療 学 Ⅱ
臨 床 化 学
島 本　 史 夫
山 口　 敬 子

①アルコール長期摂取による身体機能異常の病態に関する臨床疫学的研究
　アルコール長期摂取により食道癌・逆流性食道炎、胃潰瘍・急性胃粘膜病変、肝硬変・肝細胞癌、慢性膵炎・
膵性糖尿病、ビタミンB12欠乏・葉酸欠乏性大球性貧血など身体的障害発生頻度が増加することが知られて
います。上部消化管内視鏡所見、腹部超音波検査所見、血液所見・血液生化学所見などを統計学的に解析
することにより、アルコール長期摂取が身体機能に及ぼす病態を解明し、アルコール起因身体障害の予防
法・治療法の開発を目指しています。
②高齢者疾患の特徴と病態に関する臨床疫学的研究
　加齢とともに生じる生理的変化を消化管内視鏡・腹部超音波・エックス線などの画像検査や血液・尿な
どの生理的検査のデータを収集、解析することにより高齢者疾患に特徴的な病態を解明し、高齢者疾患の
予後やQOL にも影響を与える誤嚥性肺炎の予防、薬物副作用の予防などに貢献することを目指しています。
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③糖尿病（Ⅰ型・Ⅱ型）モデルラットを用いた糖尿病合併高脂血症と小腸脂質吸収機能に関する研究
　糖尿病（Ⅰ型・Ⅱ型）モデルラットを作成して、小腸絨毛上皮の過形成性変化（吸収面積増加）および
13C-trioctanoin 呼気試験による脂肪吸収機能（吸収総量増加）を判定し、糖尿病に合併する高脂血症と小
腸からの脂肪吸収の相関を検討することにより、脂質異常症やメタボリックシンドロームにおける消化吸
収の病態解明や予防法・治療法の開発を目指しています。
④生体ビデオ強調型コントラスト顕微鏡システムを用いた胃粘液細胞の粘液開口放出に関する基礎的研究

（京都府立医科大学生理学教室との共同研究）
　生きた胃粘液細胞を用いて粘液の分泌を観察することにより、Ca2+、cAMP、cGMP、COX、PGE2、
Arachidonic acid、NO、PLA2、PPAR αなどの細胞内情報伝達物質を解析し、胃粘膜防御機構のメカニズ
ムを解明して、胃粘膜病変の予防法・薬物治療法の開発を目指しています。
⑤有機試薬の合成とその構造解析並びに分析化学への応用に関する研究
　キサンテン系色素をはじめとする新しい有機試薬の合成とその特性並びに化学構造の探索、更には創製
した有機試薬の分析化学への応用などについて検討します。
⑥病態関連物質の測定法の開発に関する研究
　病態と関連する種々の物質( 腫瘍マーカー、腎疾患マーカー、金属イオン、活性酸素および過酸化物、ア
ルデヒド類、糖類、チオール化合物、医薬品など) の新規高感度分析法の開発とその応用などについて検討
します。
⑦生理活性作用を有する金属錯体の創製に関する研究
　金属錯体の創製とその特性並びに化学構造の検索、更には創製した金属錯体の生理活性作用に関する探
索について検討します。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

臨 床 実 践 薬 学
社 会 薬 学・
薬 局 管 理 学
荒 川　 行 生
恩 田　 光 子
庄 司 雅 紀

①薬剤師機能に関するアウトカムリサーチ
　病院および薬局における薬剤師の薬学的介入（慢性疾患管理、セルフメディケーション支援、薬剤使用
評価、服薬支援など）による、患者アウトカム、臨床的アウトカムおよび経済的アウトカムを検証する。
②薬局機能に関する研究
　地域医療（在宅医療を含む）における薬局の役割や機能を拡充するための具体的方法について、試行お
よび評価を行う。
③医薬品の使用に係るリスクマネジメントに関する研究
　様々なリスクの把握、情報収集・評価手法の検討、実効性のある対策の立案、実践および効果の検証を行う。
④医療（薬剤）経済学的研究
　特定の疾患を対象とした医薬品の使用に関する医師の処方意思決定と実際の処方状況、およびその社会
医学的成果（人々のWell-being を含む）の分析を行う。
⑤病院感染についての微生物学的および治療学的研究
⑥医師- 薬剤師連携による高齢者の薬物療法適正化に関する研究
⑦薬剤師による在宅ケアサービスのアウトカムに関する研究
⑧慢性疾患管理による地域ケアモデルの構築とその臨床・経済的効果に関する研究
⑨健康行動理論に基づく風邪様症状を対象とした面談アルゴリズムの作成と有効性の検証
⑩薬局におけるセルフメディケーション支援サービスの普及に関する研究
⑪薬局を起点とした認知症早期発見体制の構築に関する研究
⑫介護施設における薬物療法上の問題と薬剤師による関与の効果に関する研究
⑬医薬品情報の授受に関するギャップ分析
⑭服薬アドヒアランスへの影響要因に関する研究
⑮諸外国における薬剤師業務の比較研究

６
年
次
生

71



教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

臨 床 薬 学 教 育
研 究 セ ン タ ー
中 村　 敏 明
岩 永　 一 範
中 村 　 任
角 山　 香 織
細 畑　 圭 子
内 田　 ま や こ

担当（中村敏明）
　「医薬品情報学的アプローチによる薬物療法のリスク最小化研究」
担当（岩永一範）
　「服用media が薬物の消化管吸収性に及ぼす影響に関する検討」
担当（中村任）
　「がん化学療法における薬効・副作用のバイオマーカー探索と臨床評価」
担当（角山香織）
　「医療データベースを用いた医薬品の安全性評価」
担当（細畑圭子）
　「薬物有害反応の軽減を目指した臨床薬理学研究」
担当（内田まやこ）
　「がん化学療法における薬効・副作用のバイオマーカー探索と臨床評価」
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